
　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
探
究
し
て
き
た
萩

藩
財
政（
１
）の
裏
面
を
な
す
、
御
用
達
商
人
の

役
割
、
藩
財
政
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
す
る

時
期
は
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
・
維
新
期

で
あ
り
、
萩
の
御
用
達
商
人
熊
谷
五
右
衛

門
家
を
中
心
に
分
析
し
て
み
た
い
。

　

熊
谷
五
右
衛
門
家
に
つ
い
て
は
、
福
尾

猛
市
郎
『
熊
谷
五
右
衛
門（
２
）』
と
い
う
先
行

研
究
が
あ
る
が
、
初
代
五
右
衛
門
芳
充
を

中
心
と
し
た
研
究
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
二
代
以
降
、
就
中

四
代
五
右
衛
門
義
比
と
六
代
五
一
義
右
を

中
心
に
こ
の
主
題
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
熊
谷
五
右
衛
門
家
歴
代
は
、
表
（
１
）
の
ご
と
く
で
あ
る（
３
）。

　
　
　

 

一　

御
用
達
商
人
の
役
割

　

御
用
達
商
人
の
役
割
に
つ
い
て
、
熊
谷
四
代
五
右
衛
門
義
比
（
文
化
十
四
年

家
督
、
万
延
元
年
死
去
）
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
初
代
五
右
衛
門
芳
充
の
藩
財
政
に
対
し
て
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
こ
う
。
表
（
２
）
は
、
芳
充
が
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
「
御
所

帯
方
御
用
」
を
仰
せ
つ
か
り
、早
速
そ
の
年
三
月
か
ら
調
達
し
た
履
歴
ほ
か
を
、

後
年
に
提
出
し
た
勤
功
書
等
を
も
と
に
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る（
４
）。扣
の
冒
頭
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一 

宝
暦
四
甲
戌
ノ
三
月
十
五
日
御
所
帯
方
御
差
湊
ニ
付
、
同
秋
米
引
当
テ
ニ

し
て
先
納
銀
之
心
遣
仕
候
様
ニ
と
、
於
御
客
屋
被
仰
渡
候
故
、
赤
間
関
罷

踰
候
処
ニ
銀
詰
に
て
容
易
ノ
借
得
難
相
成
候
得
共
、
種
々
心
遣
仕
銀
子
百

五
貫
目
四
月
ニ
調
達
仕
、
御
引
当
者
三
千
五
百
石
請
取
申
候
、
御
差
引
等

者
相
済
候
事

表（１）　熊谷家歴代
代数 名前 年代 西暦 備考
初代 五右衛門芳充 享保４～寛政３ 1719～1791 宝暦４所帯方御用。天明８隠居。
二代 五右衛門芳慶 寛延２～享和３ 1749～1803 はじめ源左衛門。天明８家督。
三代 源左衛門芳雄 ？ ～文化14 ？ ～1817 文化１家督。
四代 五右衛門義比 寛政７～万延１ 1795～1860 文化14家督。
五代 五右衛門義敏 文政11～万延１ 1828～1860
六代 五一義右 文政１～明治15 1818～1882 万延１家督。明治12隠居。
七代 万吉 安政３～大正12 1856～1923 明治12家督。
八代 二作 明治15～昭和15 1882～1940
九代 敦義 明治23～昭和46 1890～1971
十代 五右衛門幸三
出典 : 福尾猛市郎『熊谷五右衛門』。熊谷美術館パンフレット。
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所
帯
方
御
用
達
（
本
勘
御
用
達
と
も
）
の
第
一
の
役
割
は
、
藩
へ
の
米
銀
の

調
達
で
あ
る
。
右
の
例
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
支
藩
領
の
赤
間
関
に
赴
い
て
銀

一
〇
五
貫
目
を
調
達
し
た
。そ
の
決
済
は
秋
の
貢
租
米
で
な
さ
れ
る（
先
納
借
）。

こ
れ
は
「
当
用
借
」「
暫
借
」
と
い
わ
れ
る
短
期
の
融
資
で
あ
り
、
通
常
は
利

率
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
参
勤
の
た
め
の
当
座
の
資
金
調
達
も
こ
れ
に
該
当
す

る
。
米
の
調
達
で
は
、
家
臣
に
支
給
す
る
浮
米
・
切
米
・
扶
持
米
が
不
足
す
る

場
合
に
、
そ
の
不
足
分

を
調
達
し
た
り
、
災
害

や
領
内
高
米
価
の
時

も
、
他
国
米
を
買
い
入

れ
る
。
ま
た
、
大
坂
に

出
向
い
て
運
送
米
の
不

足
を
補
う
た
め
に
、
米

を
買
い
入
れ
た
り
、
す

で
に
発
行
さ
れ
て
い
る

米
切
手
を
回
収
し
た
り

す
る
役
割
を
担
っ
た
。

一
万
二
〇
〇
〇
石
に
も

及
ぶ
運
送
米
不
足
の
代

銀
を
調
達
し
た
例
が
あ

る
の
で
、
い
か
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
き
た

か
が
窺
わ
れ
よ
う
。
米
切
手
の
回
収
（
買
得
）
は
、
国
元
で
も
行
わ
れ
た
。
開

作
の
築
造
で
撫
育
方
（
特
別
会
計
）
へ
も
銀
を
調
達
し
た
。

　

当
初
は
利
率
が
高
く
、
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
決
済
も
着
実
に
な
さ
れ
て
い

た
短
期
融
資
も
、
年
が
た
つ
に
つ
れ
て
未
済
分
が
増
加
し
、
利
率
も
抑
え
ら
れ

て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
長
期
融
資
に
あ
た
る
年
賦
返
済
も
、利
下
げ
・
年
延
べ
（
い

わ
ゆ
る
御
断
り
で
あ
る
）
が
常
態
化
し
て
い
く
。
概
し
て
藩
の
借
銀
は
、
大
坂

表（２）　調達録（天明４年提出）
調達年 調達額（貫目）未済分（貫目） 備考

宝暦４戌３月 105.0  赤間関。御用銀調達。
宝暦４戌８月 56.0 
宝暦４戌１２月 201.2 
宝暦６子７月 15.0  当用借
宝暦６子１２月 70.0 
宝暦７丑３月 70.0 
宝暦７丑１２月 50.0 
宝暦８寅春～７月 262.0  他国米買入米代ほか
宝暦９卯 238.0  21.0  卯年分御米代として御用達
宝暦10辰３月 100.0 
宝暦10辰春～巳春 945.0  201.0  巳４月残り
宝暦11巳春～午４月 554.0  54.0  御買入御切手代銀御用達
宝暦12午春～７月 841.0  367.0  仕詰残り
宝暦12午７月～同暮 580.5  407.0  暮仕詰残り（貫目１桁虫損）
宝暦13未１月～同暮 393.0  申７月不残御下渡
明和１申８月～同暮 400.0  酉４月までに御返済
明和２酉４月～12月 721.0  288.0  暮仕詰残り
合計（計算値） 5601.7  1338.0 
合計（記載値） 5156.5  宝暦４戌３月より明和２酉12月迄

宝暦４戌１月～12月 853.0  御当用借。同暮迄御下渡。
宝暦５亥1月～12月 515.0  455.0  同。暮仕詰455貫目残り。
宝暦６子1月～４月 178.0 
宝暦６子暮～丑３月 327.0  ３月御米代立用。
宝暦７丑12月 312.0  寅５月迄元利御返済。
宝暦８寅12月～辰３月 471.0  325.0  辰７月仕詰325貫目残り。
宝暦10辰12月 478.0 
宝暦11巳１月～12月 610.0  557.0  午暮仕詰557貫目残り。
宝暦13未３月～申12月 626.0 
明和１申暮～酉暮 330.5  843.0  酉暮仕詰843貫目残り。
明和３戌１月～亥12月 470.0 
明和５子１月～12月 139.0 
明和６丑１月～12月 141.0 
明和７寅１月～12月 384.0 
明和８卯２月 110.0 
合計 5944.5  2180.0 

明和８卯５月 300.0  卯秋より年々1500石御納下。
安永２辰３～５月 300.0  利足御思召寄次第

明和３戌10月 101.0  三田尻御開作御築立、撫育方へ。数字
は虫損につき推定値。

合計 701.0 
以上合計 11800.0 
追筆記載値 12240.0  440貫目多い。
外ニ
宝暦12午２月 600.0  登坂。村田四郎左と。
宝暦13未４月 御運送米不足12000石代銀調達。村田と。
明和２酉３月 中国米１万俵買留。

明和４戌３月 200.0  御運送米不足4200石代銀調達。御手伝
200貫目大坂調達。

巳年 ２人連れにて登坂。
出典：熊谷家文書「調達録」（天明４年提出）。
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御
用
達
（
加
嶋
屋
・
鴻
池
）
や
江
戸
御
用
達
（
三
谷
）
か
ら
は
年
賦
借
、
国
元

御
用
達
か
ら
は
当
用
借
が
多
い
。

　

藩
の
借
銀
返
済
は
、初
代
熊
谷
五
右
衛
門
の
末
期
の
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

に
証
文
の
書
替
（
永
納
米
捌
き
、
後
述
）
が
行
わ
れ
る
。
三
代
源
左
衛
門
芳
雄

家
督
直
後
の
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
も
証
文
の
書
替
（
熊
谷
累
利
捌
き
、

後
述
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
二
は
、札
銀
の
運
用
と
そ
の
信
用
の
確
保
で
あ
る
。

初
代
五
右
衛
門
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
十
一
月
「
札
座
御
用
聞
」
に
任

じ
ら
れ
、
そ
の
「
御
用
銀
」・「
後
銀
」（
兌
換
準
備
銀
）
を
調
達
し
た
。
二
代

五
右
衛
門
芳
慶
は
、札
銀
を
利
用
し
て
の
「
大
坂
為
替
」
御
用
を
命
じ
ら
れ
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
に
つ
い
て
、
四
代
五
右
衛
門
義
比
の
文
化
元
年
～
弘
化

元
年
（
一
八
〇
四
～
四
四
）
の
事
績
を
書
き
上
げ
た
上
申
書（
５
）を
み
て
み
よ
う
。

こ
の
代
は
、
初
代
と
と
も
に
熊
谷
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
御
用
達
で
、
シ
ー
ボ

ル
ト
か
ら
贈
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
が
現
存
す
る
。

　

ま
ず
、
三
代
源
左
衛
門
芳
雄
が
家
督
を
継
い
だ
文
化
元
年
に
、「
不
容
易
御

仕
法
被
仰
出
、
誠
ニ
当
惑
仕
候
由
承
候
」
と
書
き
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
熊
谷

に
固
有
な
累
利
捌
き
（
後
述
）
と
い
う
理
不
尽
な
借
銀
捌
き
の
こ
と
を
い
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
今
後
無
理
な
「
御
借
上
」
は
し
な
い
、も
し
す
る
場
合
は
「
御

切
手
被
差
出
少
々
宛
御
借
上
可
被
仰
付
候
と
の
御
事
」
と
、
奉
書
米
切
手
を
出

す
（
引
当
の
保
証
）
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
に
は
一
五
〇
貫
目

の
「
御
暫
借
」
を
言
い
つ
け
ら
れ
て
役
割
を
果
し
た
。
文
化
三
年
二
〇
〇
貫
目
、

同
四
年
三
五
〇
貫
目
、
同
六
年
二
〇
〇
貫
目
、
同
七
年
二
〇
〇
貫
目
、
と
「
御

借
上
」
が
続
い
た
。
同
九
年
「
両
川
筋
堀
浚
御
普
請
」（
松
本
川
・
橋
本
川
の

浚
渫
）
に
一
〇
〇
貫
目
馳
走
し
た
た
め
に
父
源
左
衛
門
芳
雄
は
「
身
柄
一
代
上

方
町
人
格
」
の
処
遇
を
う
け
た
。
同
十
三
年
に
は
、「
御
内
用
頭
取
役
」
を
命

じ
ら
れ
、「
御
米
入
札
懸
り
」
に
な
っ
た
が
「
出
勤
」
は
免
除
さ
れ
た
。
こ
れ

は
大
富
・
小
富
の
興
行
を
指
し
て
い
る
。
米
五
〇
〇
〇
石
の
「
御
借
上
」
に
も

応
じ
た
。

　

四
代
五
右
衛
門
義
比
の
代
の
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
「
御
頼
母
子
御
取

建
」
の
時
、
割
当
の
二
〇
貫
目
を
出
銀
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
か
に
四
〇
貫
目
口
入

を
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
、「
筆
頭
株
抔
と
申
例
ニ
不
被
仰
付
」と
の
約
束
で
渋
々

御
請
け
し
た
。
天
保
二
年
に
も
「
御
頼
母
子
数
口
被
仰
懸
」
た
。
自
身
の
分
六

〇
口
、
口
入
の
分
六
〇
口
、「
都
合
百
弐
拾
口
惣
高
銀
四
百
九
拾
九
貫
八
百
五

拾
目
之
辻
、
天
保
十
一
子
ノ
二
月
迄
、
御
年
限
中
無
滞
出
銀
仕
候
、
此
一
条
ニ

而
も
迷
惑
筋
不
容
易
事
御
座
候
」
と
い
う
。
以
上
二
例
は
、
御
用
達
商
人
の
役

割
の
第
三
、藩
主
導
の
頼
母
子
へ
の
出
資
で
あ
る
。「
迷
惑
」な
役
割
で
あ
っ
た
。

　

文
政
六
年
藩
主
斉
煕
隠
居
の
節
、「
御
入
用
銀
五
百
貫
目
調
達
」
す
る
よ
う

に
い
わ
れ
、大
銀
な
の
で
「
御
役
所
銀
其
外
高
利
之
銀
取
縮
」
て
漸
く
調
達
し
、

六
％
の
利
子
を
五
％
に
下
げ
る
よ
う
い
わ
れ
て
そ
の
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
翌

年
に
は
三
％
に
利
下
げ
さ
れ
、「
不
大
形
迷
惑
相
当
候
事
」。
ま
た
、
文
政
十
一

年
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
調
達
を
行
っ
た
。

　

一 

同
十
一
子
ノ
九
月
、
江
戸
御
臨
時
御
用
ニ
付
、
正
銀
三
千
貫
目
調
達
之
儀

被
仰
渡
、
当
分
差
向
御
用
筋
相
済
候
迄
引
替
之
道
理
ニ
相
心
得
、
追
而
正

三



銀
可
被
差
下
と
の
御
授
ニ
付
、
其
砌
莫
太
之
歩
相

欠
迷
惑
仕
居
候
、
然
ル
処
追
々
札
銀
被
差
下
、
縮

ル
所
札
銀
四
百
貫
目
引
負
ニ
相
成
、
三
朱
利
付
四

ケ
年
賦
ニ
被
仰
付
、
壱
ケ
年
百
貫
目
上
納
相
済
、

其
砌
御
頼
母
子
入
組
数
口
上
納
何
歟
、
彼
是
差
湊

筋
相
起
り
、
残
銀
三
百
貫
目
五
ケ
年
賦
三
朱
利
付

ニ
し
て
返
納
仕
候
、
右
一
条
歩
相
欠
迷
惑
銀
莫
太

ニ
御
座
候
事

　

こ
れ
は
、
将
軍
家
斉
女
と
嫡
子
斉
広
の
婚
儀
が

翌
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
三
〇
〇
〇
貫
目
に
も
お
よ
ぶ
正
銀
の

調
達
で
、
藩
か
ら
は
札
銀
で
返
済
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、「
歩
相
欠
」（
逆
鞘
）
札
銀
四
〇
〇
貫
目

が
熊
谷
の
「
引
負
」（
負
債
）
と
な
っ
た
。
前
稿

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
文
政
十
二
年
～
天
保

二
年
の
三
年
間
で
、
一
万
五
〇
〇
〇
貫
目
も
の
藩

札
大
増
刷
に
よ
っ
て
、
札
価
が
三
分
の
二
に
ま
で

減
価
す
る
事
態
の
中
で
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
以

上
の
二
例
は
、
御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
一
に
あ

げ
た
米
銀
調
達
の
事
例
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の「
御
借
上
銀
」の
返
済
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
、
表
（
３
）
で
確
か
め
て
み
よ
う
。

表（３）　御用達銀御算用一紙
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

項目 元辻
（貫目）

利息
（貫目）

且納
（貫目）

利且納御暫
借方へ入

残り元
（貫目） 備考

文化14丑春元辻 225.592330  6.767769  10.000000  16.767769  208.824561  文化14丑12月。加詰３朱。
同上御暫借同 2084.589388  200.120581  16.767769  2301.477738  文化14丑12月。月別８朱（年利9.6％）。
文政１寅春元辻 208.824561  6.264736  10.000000  16.264736  192.559825  文政１寅12月。加詰３朱。
同上御暫借同 2301.477738  220.941862  16.264736  2538.684336  同上。月別８朱。
文政２卯春元辻 192.559825  5.776794  10.000000  15.776794  176.783031  文政２卯12月。加詰３朱。
同上御暫借同 2538.684336  264.023170  15.776794  2818.484300  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。
文政３辰春元辻 176.783310  5.303490  10.000000  15.303490  161.479541  文政３辰12月。加詰３朱。
同上御暫借同 2818.484300  270.574492  15.303490  3104.362282  同上。月別８朱。
文政４巳春元辻 161.479541  4.844386  10.000000  14.844386  146.635155  文政４巳12月。加詰３朱。
同上御暫借同 3104.362282  298.018779  14.844386  3417.225447  同上。月別８朱。
文政５午春元辻 146.635155  4.399054  10.000000  14.399054  132.236101  文政５午12月。加詰３朱。
同上御暫借同 3417.225447  355.391446  14.399054  3787.015947  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。
文政６未春元辻 132.236101  3.967083  10.000000  13.967083  118.269018  文政６未12月。加詰３朱。
同上御暫借同 3787.015947  363.553531  13.967083  4164.536561  同上。月別８朱。
文政７申春元辻 118.269018  3.548070  10.000000  13.548070  104.720948  文政７申12月。加詰３朱。
同上御暫借同 4164.536561  433.111802  13.548070  4611.196433  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。
文政８酉春元辻 104.720948  3.141628  10.000000  13.141628  91.579320  文政８酉12月。加詰３朱。
同上御暫借同 4611.196433  442.674857  13.141628  5067.012918  同上。月別８朱。
文政９戌春元辻 91.579320  2.747379  10.000000  12.747379  81.579320  文政９戌12月。加詰３朱。以下且納10貫目のみ引く。
同上御暫借同 5067.012918  486.433240  12.747379  5566.193537  同上。月別８朱。
文政10亥春元辻 81.579320  2.447179  10.000000  12.447379  71.579320  文政10亥12月。加詰３朱。
同上御暫借同 5566.193538  578.884127  12.447379  6157.525044  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。
文政11子春元辻 71.579320  2.147379  10.000000  12.147379  61.579320  文政11子12月。加詰３朱。
同上御暫借同 6157.525044  591.122404  12.147379  6760.794827  同上。月別８朱。
文政12丑春元辻 61.579320  1.847379  10.000000  11.847379  51.579320  文政12丑12月。加詰３朱。
同上御暫借同 6760.794827  649.036303  11.847379  7421.678509  同上。月別８朱。
天保１寅春元辻 51.579320  1.547380  10.000000  11.547380  41.579320  天保１寅12月。加詰３朱。
同上御暫借同 7421.678509  771.854565  11.547380  8205.080454  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。

天保２卯春元辻 41.579320  1.247379  10.000000  11.247379  31.579320  天保２卯12月。加詰３朱。以下利且納御暫借方へ入を「外ニ」とする。
同上御暫借同 8205.080454  787.687723  11.247379  9004.015556  同上。月別８朱。
天保３辰春元辻 31.579320  0.947379  10.000000  10.947379  21.579320  天保３辰12月。加詰３朱。
同上御暫借同 9004.015557  936.417617  21.579320  9962.012493  同上。月別８朱13カ月分（年利10.4％）。
天保４巳春元辻 21.579320  0.647379  10.000000  10.647379  11.579320  天保４巳12月。加詰３朱。
同上御暫借同 9962.012493  956.353199  10.647379  10929.013071  同上。月別８朱。
天保５午春元辻 11.549320  0.347379  10.000000  10.347379  1.231941  天保５午12月。加詰３朱。
同上御暫借同 10929.013071  1049.185254  10.347379  11988.545704  同上。月別８朱。
出典：熊谷家文書「御用達銀御算用一紙」（文化14～天保５）。
※上段は、Ｂ×0.03＝Ｃ　　Ｃ＋Ｄ＝Ｅ　　Ｂ－Ｅ＝Ｆ　　但、文政９戌からＢ－10＝Ｆとなる。
※下段は、Ｂ×0.008×12＝Ｃ　閏月があるとＢ×0.018×13＝Ｃ　　Ｂ＋Ｃ＋Ｅ＝Ｆ
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文
化
十
四
年
～
天
保
五
年
（
一
八
一
七
～
三
〇
）
の
「
御
用
達
銀
御
算
用
一
紙
」

で
あ
る
。三
代
源
左
衛
門
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。二
行
で
一
組
に
な
っ

て
お
り
、
上
段
が
そ
の
年
春
の
元
辻
で
あ
り
、
文
化
十
四
年
の
そ
れ
は
二
二
五

貫
目
余
（
Ｂ
）
で
あ
る
。
元
辻
に
「
加
詰
三
朱
」（
年
利
三
％
）
を
乗
じ
て
利

息
が
出
る
（
Ｂ
×
〇
・
〇
三
＝
Ｃ
）。
且
納
（
元
銀
の
内
の
一
定
額
を
返
済
す
る
、

こ
の
場
合
は
一
〇
貫
目
。
Ｄ
）。
通
常
の
年
賦
返
済
で
は
、
且
納
部
分
と
利
息

部
分
を
返
済
し
、
元
銀
か
ら
且
納
分
を
引
い
て
、
残
り
元
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
実
際
は
、
且
納
部
分
と
利
息
部
分
が
払
わ
れ
ず
（
Ｅ
）、
二
段
目
「
御

暫
借
」
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
御
暫
借
」
の
段
の
計
算
は
、春
元
辻
に
月
別
八
朱
（
年
利
に
し
て
九
・
六
％
、

閏
月
が
あ
る
と
年
利
一
〇
・
四
％
）
を
乗
じ
て
利
息
を
出
す
（
Ｂ
×
〇
・
〇
〇

八
×
一
二
＝
Ｃ
）。
元
銀
（
Ｂ
）
と
こ
の
利
息
（
Ｃ
）
と
繰
り
入
れ
ら
れ
た
「
利

且
納
」
不
払
い
分
（
Ｅ
）
を
加
え
る
と
、
残
り
元
（
Ｆ
）
が
出
る
（
Ｂ
＋
Ｃ
＋

Ｅ
＝
Ｆ
）。
つ
ま
り
二
段
目
は「
御
暫
借
」の
名
と
は
裏
腹
に
累
積
さ
れ
て
い
き
、

天
保
五
年
暮
に
は
、
一
万
二
〇
〇
〇
貫
目
弱
に
膨
れ
あ
が
っ
て
い
る
。
元
銀
返

済
の
利
率
は
年
三
％
と
低
い
の
で
あ
る
か
ら
、
利
且
納
を
着
実
に
行
っ
て
お
け

ば
計
算
通
り
に
天
保
五
年
に
は
皆
済
と
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
を

実
行
し
な
い
で
、「
御
暫
借
」
の
名
目
（
利
率
が
高
い
）
に
累
積
し
た
挙
げ
句

膨
大
な
残
り
元
辻
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
早
晩
こ
の
捌
き
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
四
は
、藩
か
ら「
御
預
ケ
銀
」を
託
さ
れ
、運
用（「
廻

シ
方
」）
利
息
を
上
納
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
政
十
年
に
「
御
客
屋
御
銀
三
拾

五
貫
目
、
九
朱
利
付
ニ
し
て
拾
ケ
年
御
預
ケ
方
被
仰
付
」、「
廻
シ
方
差さ
し
つ
ど
い

湊
罷
在

候
事
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
御
客
屋
（
萩
町
奉
行
所
）
か
ら
三
五
貫
目
を
預
け

ら
れ
、
年
利
九
％
で
一
〇
年
間
利
息
を
上
納
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

表
（
４
）
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
天
保
六
～
九
年
に
、
年
間
六
三
〇

〇
両
の
「
御
預
ケ
金
」
に
対
し
て
、
年
利
五
％
の
利
息
を
上
納
し
た
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、「
御
当
代
様
御
小
納
戸
御
銀
廻
し
方
被
仰
付
」
た
事
例
が
あ
る（
６
）。

こ
れ
は
藩
主
敬
親
の
「
御
小
納
戸
銀
」
を
預
け
ら
れ
、
運
用
し
て
利
息
を
上
納

し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
四
年
の
敬
親
死
去
の
際
に
、
元
銀
も
含
め
て
返
済
を

迫
ら
れ
難
渋
し
て
い
る
旨
の
史
料
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、札
銀
を
預
け
ら
れ
、

正
金
銀
で
上
納
さ
せ
ら
れ
た
事
例
も
あ
る（
７
）。
こ
れ
は
文
政
十
一
・
十
二
年
に
札

表（４）　御預ケ金御算用一紙（天保９年９月）
年次 元金（両）利息（両）年利（％） 備考

天保６未年分 450 22.5000  5 未12月利足上納。
同 100 10.0000  5 同
同 500 25.0000  5 同
同 1000 50.0000  5 同
同 50 2.5000  5 同
同 1000 50.0000  5 同
同 3200 160.0000  5 同
小計 6300 320.0000 
天保７申年分 450 22.5000  5 申12月利足上納。
同 200 10.0000  5 同
同 500 25.0000  5 同
同 1000 50.0000  5 同
同 50 2.5000  5 酉ノ10月元利上納之事。
同 1000 50.0000  5 申12月利足上納。
同 3200 160.0000  5 同
小計 6400 320.0000 
天保８酉年分 450 22.5000  5 戌８月利足上納。
同 200 10.0000  5 同
同 500 25.0000  5 同
同 1000 50.0000  5 同
同 1000 50.0000  5 同
同 3150 157.5000  5 同
小計 6300 315.0000 
天保９戌年分 200 7.6875  5 戌９月元利上納。
合計 19200 962.6675 
出典：熊谷家文書４代83番「御預ケ金御算用一紙控」（天保９年９月）。

五



銀
一
三
〇
〇
貫
目
を
預
け
ら
れ
、
天
保
二
年
に
か
け
て
正
金
銀
で
上
納
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
二
の
役
割
で
あ
げ
た
札
銀
の
運
用
、
あ
る
い
は
第
一
の
役
割
で

あ
げ
た
米
銀
の
調
達
に
も
重
な
る
事
例
で
あ
る
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
五
は
、
困
窮
す
る
家
臣
の
救
済
で
あ
る
。
初
代
も

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
、「
御
悩
借
方
御
用
聞
」
に
任
じ
ら
れ
、四
代
も
「
新

蔵
御
悩
借
方
御
用
達
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
御
悩
借
方
と
は
、
一
般
会
計
で

は
な
く
特
別
会
計
に
属
す
る
役
所
で
、
こ
の
頃
半
知
の
連
続
で
困
窮
す
る
家
臣

の
借
銀
を
肩
代
わ
り
し
、
上
知
さ
れ
た
知
行
地
の
物
成
で
返
済
を
す
る
（
大
坂

借
減
少
石
）
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
た
。
こ
の
「
御
悩
借
方
御
用
達
」
の
役
割

の
一
環
と
し
て
、
天
保
十
一
年
の
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
る
。

　

一 

同
十
一
子
年
、
米
六
千
石
弐
朱
利
元
居
ニ
し
て
差
出
候
、
此
分
御
諸
士
中

様
御
仕
組
ニ
付
、
利
安
元
居
ニ
し
て
差
出
候
様
ニ
被
仰
付
、
左
候
得
者
余

程
之
御
甘
キ
ニ
も
相
成
、
別
而
御
都
合
宜
御
為
ニ
相
成
候
ニ
付
、
屹
度
勤

功
筋
ニ
も
相
成
候
様
、
重
畳
被
仰
聞
候
得
共
、
近
来
御
時
節
柄
ニ
付
、
ケ

様
之
利
安
銀
差
出
候
手
段
不
相
捌
段
入
々
御
断
申
上
候
へ
共
、
是
非
々
々

心
配
仕
候
様
ニ
御
入
割
被
仰
解
候
付
、
格
別
之
働
を
以
、
色
々
心
配
仕
候

而
差
出
候
処
、
年
限
も
無
間
ニ
去
卯
四
月
、
三
拾
七
ケ
年
賦
御
仕
法
入
ニ

被
仰
付
、
迷
惑
ニ
相
当
候
事

　

天
保
十
一
年
は
、
五
年
間
の
「
仕
組
」（
財
政
再
建
策
）
を
遂
行
す
る
い
わ

ゆ
る
萩
藩
天
保
財
政
改
革
の
初
年
度
に
当
た
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
「
御
諸
士

中
様
御
仕
組
」
が
行
わ
れ
、
熊
谷
に
も
協
力
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

た
め
米
六
〇
〇
〇
石
を
、「
弐
朱
利
元
居
」（
年
利
二
％
、元
米
返
済
据
え
置
き
）

の
条
件
で
調
達
し
た
。
そ
れ
が
三
年
後
の
天
保
十
四
卯
年
四
月
、
家
臣
借
銀
の

公
内
借
捌
き
で「
三
拾
七
ケ
年
賦
仕
法
入
」と
な
り（
家
臣
は
藩
に
借
銀
の
三
％

を
三
七
年
納
入
す
れ
ば
元
利
皆
済
と
し
、
藩
は
こ
れ
を
肩
代
わ
り
し
て
二
％
の

年
利
の
み
を
三
七
年
銀
主
に
支
払
い
、
末
年
元
銀
の
皆
済
を
す
る
）、「
迷
惑
ニ

相
当
候
事
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
熊
谷
家
に
は
、
右
の
事
例
に
止
ま
ら
ず
、
家

臣
へ
の
莫
大
な
貸
銀
が
あ
っ
た
。
藩
の
側
の
史
料
に
、
天
保
六
年
四
月
の
つ
ぎ

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る（
８
）。

　

一 

内
匠
殿
江
五
右
衛
門
方
ゟ
借
銀
事
返
済
相
滞
候
処
壱
万
千
貫

目
程
也

、
年
々
白
紙
九
百

石
被
渡
下
由
ニ
付
、
五
右
衛
門
ゟ
歎
出
候
趣
之
事

　
　

○
各
別
道
付
不
相
見

　
「
内
匠
殿
」
と
は
、
右
田
毛
利
房
顕
で
あ
る
。
毛
利
一
門
で
さ
え
、
天
保
六

年
時
点
で
熊
谷
に
一
万
一
〇
〇
〇
貫
目
も
の
借
銀
が
あ
っ
た
。
返
済
に
つ
い
て

熊
谷
か
ら
「
歎
出
」
が
あ
っ
た
が
、「
各
別
道
付
不
相
見
」
と
、
特
別
に
措
置

が
と
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
右
に
み
た
家
臣
借
銀
の
内
借
捌
き

の
対
象
と
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
萩
城
下
町
に
は
、「
所
帯
屋
」
と
呼
ば
れ
、

家
臣
の
「
所
帯
」
を
預
か
っ
て
生
計
を
立
て
る
商
人
が
多
く
い
た
と
み
ら
れ
る

が
、天
保
十
四
年
の
家
臣
借
銀
の
内
借
捌
き
で
憂
き
目
を
見
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
か
で
も
御
用
達
商
人
の
筆
頭
格
で
あ
っ
た
熊
谷
家
は
、
も
っ
と
も
「
迷
惑
」

を
蒙
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

天
保
十
一
年
十
一
月
に
は
、
①
永
納
米
二
〇
〇
〇
石
（
寛
政
二
年
調
達
、
二

代
五
右
衛
門
分
）
の
勘
渡
米
三
％
（
当
初
五
％
を
文
政
七
年
に
下
げ
た
）
を
さ

ら
に
二
％
に
下
げ
る
、②
銀
九
〇
〇
貫
目
（
御
当
用
借
上
株
文
化
元
年
証
文
替
）
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の
利
息
を
三
％
（
文
政
七
年
に
下
げ
た
）
か
ら
さ
ら
に
二
％
に
下
げ
る
、
③
銀

二
〇
〇
貫
目（「
置
居
御
預
り
銀
七
朱
利
之
分
」）の
利
子
を
天
保
九
年
か
ら
五
％

で
あ
っ
た
の
を
さ
ら
に
二
％
に
下
げ
る
、
と
い
う
利
下
げ
が
行
わ
れ
た
。
①
②

の
最
終
的
な
結
末
は
、
後
述
す
る
。

　

こ
の
間
四
代
五
右
衛
門
義
比
は
、
天
保
四
年
三
月
二
日
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

「
御
仕
成
」（
身
分
的
処
遇
）
を
う
け
た（
９
）。

　

天
保
四
巳
三
月
二
日
御
当
職
所
ゟ
書
出
し

　
　

右
之
趣
御
目
付
所
江
も
御
当
職
所
ゟ
達
シ
有
之
由

　

同
年
同
日
同
断

　

一 

上
方
町
人
格
熊
谷
五
右
衛
門
父
子
共
幷
妻
子
共
大
坂
御
用
達
並
被
仰
付
候

事

　
　
　

○
諸
役
所
応
対
・
会
釈
等
、
万
端
右
ニ
準
取
計
之
事

　
　
　

○
町
並
一
統
ハ
名
代
出
、
御
国
法
御
沙
汰
を
請
候
事

　
　
　

○ 

五
右
衛
門
身
分
江
当
諸
沙
汰
・
諸
願
等
ハ
、
御
所
帯
方
取
扱
、
宗
門

ハ
一
人
誓
紙
ニ
被
仰
付
、
御
所
帯
方
支
配
之
都
合
ニ
被
仰
付
候

　

一
米
七
俵
初
年
無
歩
引
、 　

翌
年
ゟ
ハ
三
歩
引　

上
方
町
人
格
熊
谷
五
右
衛
門

　
　

 

手
代
壱
人
御
用
達
並
被
仰
付
候
而
、
大
坂
三
家
御
用
達
格
を
以
、
手
代
之

内
一
人
支
配
人
ニ
被
仰
付

　
「
上
方
町
人
格
」
で
あ
っ
た
四
代
五
右
衛
門
を
、
父
子
・
妻
子
と
も
「
大
坂

御
用
達
並
」（
藩
大
坂
御
用
達
の
加
嶋
屋
・
鴻
池
並
）
に
処
遇
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
手
代
一
人
も
「
支
配
人
」
と
し
て
七
俵
を
支
給
し
、「
御
用
達
並
」

と
す
る
と
い
う
。
四
代
五
右
衛
門
の
も
っ
と
も
栄
誉
に
輝
い
た
瞬
間
で
あ
っ
た

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
天
保
十
三
年
こ
れ
が
暗
転
す
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る）
（（
（

。

　
　

 

同
十
三
寅
年
御
咎
之
趣
有
之
、
永
代
上
方
町
人
格
父
子
妻
子
共
大
坂
御
用

達
並
幷
追
々
被
立
下
候
俵
数
四
百
俵
御
扶
持
方
弐
拾
人
分
之
内
、
俵
数
弐

百
四
拾
俵
被
召
上
、
五
右
衛
門
江
被
下
置
候
御
紋
服
不
残
被
召
上
、
云
々

　
「
御
咎
之
趣
」
が
あ
っ
て
、永
代
上
方
町
人
格
、父
子
妻
子
共
大
坂
御
用
達
並
、

そ
れ
に
四
〇
〇
俵
・
扶
持
方
二
〇
人
扶
持
の
う
ち
二
四
〇
俵
、
ま
た
拝
領
の
紋

服
も
、
召
し
上
げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
に
何
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
手
が
か
り
に
な
る
の
は
、
つ
ぎ
の
記
事
で
あ
る）
（（
（

。

　
　

天
保
十
三
寅
ノ
八
月
十
八
日

　

一
五
右
衛
門
上
方
罷
登
候
趣
実
否
申
出
被
仰
付
候
事

　
　
　

○
唐
船
方
ゟ
福
原
受
取
、
支
配
人
宮
城
重
兵
衛
呼
出
仕
候

　
　
　

○
下
ゟ
書
出
之
事
、
即
日
福
原
ゟ
添
手
帋
を
以
岡
田
へ
為
持
差
越
候
事

　
　
　

○ 

何
分
追
而
表
通
御
沙
汰
可
有
候
、
□
□
内
他
出
不
仕
様
、
内
輪
穏
便

仕
居
候
様
、
親
類
之
者
呼
出
委
細
之
趣
相
授
候
事

　

五
右
衛
門
が
、上
方
へ
上
っ
た
と
い
う
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

「
実
否
」
の
調
査
が
な
さ
れ
、
正
式
な
決
定
が
あ
る
ま
で
禁
足
を
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
問
題
は
、五
右
衛
門
が
何
の
た
め
に
上
方
へ
上
ろ
う
と
し
た
か
で
あ
り
、

藩
に
と
っ
て
そ
れ
は
不
都
合
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
頃
幕
府
は
天
保
改
革
の
最
中
で
あ
り
、
諸
色
値
段
・
諸
商
売
に
神
経
を

尖
ら
せ
て
い
た
。
水
野
忠
邦
か
ら
大
目
付
へ
つ
ぎ
の
よ
う
に
触
れ
る
よ
う
指
示

し
た）
（（
（

。
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近
来
五
畿
内
、
中
国
、
西
国
、
四
国
筋
国
々
領
主
、
地
頭
ニ
お
ゐ
て
、
自

国
之
産
物
ハ
不
及
申
、
他
之
国
産
を
も
夫
々
手
段
を
以
買
集
、
売
荷
を
蔵

物
ニ
引
直
し
蔵
屋
敷
江
囲
置
、
相
場
高
直
之
砌
、
手
払
又
ハ
銘
々
出
入
之

町
人
共
ニ
為
売
捌
、
〆
売
同
様
之
及
取
計
、
依
而
者
領
主
、
地
頭
之
権
威

を
以
他
之
売
買
江
差
障
、
或
ハ
無
謂
他
所
之
者
よ
り
冥
加
銀
等
為
差
出
候

哉
之
趣
も
相
聞
、
以
之
外
之
事
ニ
候
、（
中
略
）
不
良
之
取
引
、
取
計
於

不
相
止
ハ
、
糺
之
上
急
度
可
被
及
御
沙
汰
候

　
　

 

国
々
よ
り
大
坂
其
外
都
会
之
地
江
相
廻
り
候
諸
荷
物
之
儀
、
近
来
諸
国
荷

主
、
船
頭
共
、
手
段
を
以
銘
々
国
許
ニ
囲
置
、
時
之
相
場
ニ
不
拘
、
高
直

之
差
直
段
を
以
積
廻
、
右
直
段
ニ
而
売
捌
難
成
節
者
、
直
待
と
唱
其
儘
商

人
共
手
元
江
預
ケ
置
、
品
払
底
ニ
而
差
支
候
場
合
ニ
至
、
右
差
直
段
ニ
相

払
、
格
外
之
利
潤
を
謀
候
族
も
有
之
哉
ニ
相
聞
、
不
埒
之
事
ニ
候
、（
中

略
）
荷
主
、
船
頭
共
よ
り
、
其
所
之
奉
行
所
又
ハ
御
代
官
役
所
江
可
訴
出

候
、
吟
味
之
上
急
度
可
申
付
候

　

前
半
は
、
上
方
以
西
の
諸
藩
を
主
な
標
的
と
し
て
、「
〆
売
同
様
」
の
取
り

計
ら
い
を
禁
止
し
て
い
る
。
後
半
は
、「
諸
国
荷
主
、
船
頭
共
」
を
対
象
に
、

同
様
な
行
為
を
禁
止
し
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
見
た
ら
「
其
所
之
奉
行
所
又
ハ

御
代
官
役
所
」
へ
訴
え
出
る
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

　

萩
藩
で
は
天
保
改
革
の
最
中
で
あ
り
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
藩
・

家
臣
団
の
公
内
借
の
累
積
に
よ
る
「
骨
か
ら
み
の
病
弊
」
か
ら
抜
け
出
す
政
策

と
し
て
、
越
荷
方
を
は
じ
め
と
す
る
領
外
か
ら
の
富
の
取
り
入
れ
に
積
極
的
に

乗
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
政
策
展
開
が
、
幕
府
の
側
か
ら
す
る
と
「
〆

売
同
様
」の
行
為
で
あ
る
と
見
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
五
右
衛
門
の
登
坂
は
、

大
坂
町
奉
行
所
か
ら
の
召
喚
（
事
情
聴
取
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ

は
幕
府
と
藩
と
の
矛
盾
で
あ
り
、
熊
谷
自
身
に
瑕
瑾
の
あ
っ
た
事
案
で
は
な
い

が
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
名
誉
回
復
ま
で
、
雌
伏
を
強

い
ら
れ
た
。

　

安
政
二
年
三
月
十
五
日
、つ
ぎ
の
よ
う
な
「
御
賞
美
筋
之
御
詮
議
」
に
よ
り
、

天
保
四
年
の
「
御
仕
成
」
に
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た）
（（
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
五
右
衛
門

　

一 

父
子
永
代
上
方
町
人
格
ニ
被
仰
付
、
五
右
衛
門
父
子
一
代
幷
妻
子
共
大
坂

御
用
達
並
、
諸
事
天
保
四
巳
年
御
沙
汰
之
御
仕
成
ニ
被
仰
付
度
候

　
　

 

右
今
般
異
船
御
手
当
一
件
ニ
付
、
御
馳
走
銀
五
拾
貫
目
差
出
度
段
願
出
、

且
又
去
暮
御
借
銀
捌
ニ
付
而
者
余
分
之
難
渋
ニ
候
得
共
、
御
仕
組
立
令
勘

弁
速
ニ
御
受
申
出
、
当
時
別
而
不
融
通
下
差
詰
之
砌
心
得
宜
、
遂
其
節
神

妙
之
事
ニ
候
、
依
之
格
別
之
御
心
入
を
以
、
前
断
之
通
御
賞
美
筋
之
御
詮

議
被
仰
付
度
候
事

　

安
政
二
年
に
異
国
船
手
当
の
馳
走
銀
五
〇
貫
目
を
献
上
し
た
こ
と
、「
去
暮

御
借
銀
捌
」
＝
安
政
元
年
仕
組
（
五
年
間
半
知
令
ほ
か
）
で
累
利
捌
き
且
納
銀

半
方
渡
し
・「
嘉
永
三
戌
年
御
借
上
ケ
銀
」
利
下
げ
（
年
利
五
％
を
三
％
に
）

を
御
請
し
た
こ
と
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）「
姥
倉
御
普
請
江
対
し
銀
百
貫

目
遂
御
馳
走
」
た
こ
と
、
な
ど
が
こ
の
「
御
賞
美
」
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ほ
か

の
御
用
達
小
林
作
兵
衛
（
一
代
大
坂
御
用
達
並
）・
大
黒
屋
利
兵
衛
・
田
村
金

右
衛
門
・
宗
像
宗
十
郎
・
水
津
九
兵
衛
も
含
め
、
総
額
二
〇
三
七
・
三
五
貫
目
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（
う
ち
一
一
六
三
・
七
五
貫
目
が
「
御
手
当
一
件
」）
の
御
馳
走
と
な
っ
た
。

　

六
代
熊
谷
三
四
郎
（
の
ち
五
一
義
右
）
の
「
熊
谷
三
四
郎
勤
功
書
附
酒
場
開

設
願）
（（
（

」
に
よ
れ
ば
、
①
万
延
元
年
御
客
屋
普
請
に
札
銀
五
貫
目
献
納
、
②
文
久

元
年
「
武
器
御
手
伝
」
金
三
〇
〇
両
、
③
「
山
口
江
御
移
転
」
に
正
銀
七
〇
貫

目
・
保
字
金
四
〇
〇
両
、
④
文
久
三
年
「
器
械
御
手
伝
」
正
銀
三
五
〇
貫
目
、

⑤
慶
応
二
年
「
軍
艦
御
買
入
之
節
御
手
伝
」
金
一
〇
〇
〇
両
、
⑥
慶
応
元
年
御

客
屋
へ
札
銀
一
二
〇
貫
目
「
御
借
上
ケ
」、⑦
明
治
元
年
「
山
口
御
道
筋
御
普
請
」

手
伝
札
銀
五
貫
目
、
な
ど
の
勤
功
が
あ
る
。
幕
末
・
維
新
期
萩
・
山
口
藩
へ
の

御
用
達
の
勤
功
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

　
　
　

二　

藩
札
と
御
用
達
商
人

　

藩
札
と
御
用
達
商
人
と
の
関
係
を
み
て
い
く
。
萩
藩
の
藩
札
は
、延
宝
札（
延

宝
五
年
～
宝
永
四
年
）、
享
保
札
（
享
保
十
五
年
～
元
文
四
年
）、
宝
暦
札
（
宝

暦
四
年
～
）
と
発
行
さ
れ
た
。
享
保
札
か
ら
は
二
五
年
目
ご
と
に
、
再
発
行
に

は
幕
府
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
享
保
十
五
年
か
ら
二
五
年
目
は
宝
暦
四
年
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
通
用
を
止
め
て
い
た

藩
札
を
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
再
開
し
て
い
た
。
新
出
史
料
を
つ
ぎ
に
掲

げ
る）
（（
（

。

　
　
　

防
長
通
鈔
惣
員

　

通
鈔　

延
宝
五
巳
年
札
銀
通
用
始
ル

　

改
革　

宝
永
四
亥
公
儀
ゟ
札
遣
被
差
止

　
　
　
　

享
保
十
五
戌
十
二
月
御
国
中
札
銀
通
用
始
ル

　
　
　
　

元
文
四
未
十
二
月
札
銀
通
用
止

　
　
　
　

元
文
五
申
五
月
十
七
日
札
銀
天
守
江
収
、
御
宝
蔵
受
之
所
也

　
　
　
　

宝
暦
三
酉
八
月
廿
五
、
又
札
銀
通
用
始
ル

　
　
　
　

同
十
月
九
日
ゟ
添
印

　
　
　
　

同
四
戌
正
月
廿
日
ゟ
新
鈔
調

　
　
　
　

同
四
月
晦
日
呉
服
町
鈔
座
建

　
　
　
　

同
九
月
二
日
ゟ
三
枚
五
歩
重

　
　
　
　

同
十
月
ゟ
五
枚
重

　
　
　
　

同
六
子
十
一
月
ゟ
弐
枚
重

　
　
　
　

同
七
丑
十
月
ゟ
正
銀
・
札
銀
単

　
　
　
　

明
和
五
子
二
月
廿
四
日
ゟ
添
印

　
　
　
　

同
年
三
月
十
三
日
ゟ
添
印
通
用

　
　
　
　

安
永
四
未
六
月
六
日
札
遣
止

　
　
　
　

同
四
未
七
月
廿
二
日
札
座
役
所
御
蔵
許
勘
文
方
一
所

　
　
　
　

同
五
申
十
二
月
朔
日
ゟ
添
印
肩
印
札
通
用

　
　
　
　

天
保
四
巳
九
月
分
銅
形
札
通
用

　
　
　
　

天
明
四
辰
十
一
月
廿
八
日
鈔
座
片
河
町
ゟ
新
蔵
内
引
越

　
　
　
　
　

享
和
三
亥
年
銀
札
通
用
御
願
継
之
節
、
段
々
御
尋
之
儀
有
之

　

こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
延
宝
札
が
延
宝
五
年
か
ら
宝
永
四
年
（
一
六
七
七
～

一
七
〇
七
）
ま
で
通
用
し
た
こ
と
、享
保
札
が
享
保
十
五
年
か
ら
元
文
四
年
（
一

七
三
〇
～
三
九
）
ま
で
通
用
し
た
こ
と
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
再
開
し

九



て
翌
四
年
か
ら
「
新
鈔
」（
宝
暦
札
）
が
通
用
し
た
も
の
の
、
し
ば
ら
く
不
安

定
で
（
一
時
は
五
分
の
一
の
札
価
）
あ
っ
た
こ
と
、な
ど
が
窺
え
る
。
札
座
は
、

呉
服
町
→
御
藏
元
→
→
片
河
町
→
新
蔵
内
と
移
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
享

保
札
か
ら
は
、再
発
行
に
は
二
五
年
目
ご
と
に
幕
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。

史
料
の
最
後
の
行
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
翌
文
化
元
年
が
二
五
年
目

に
当
た
る
の
で
、
文
化
二
年
か
ら
二
五
年
間
の
再
発
行
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
際
幕
府
か
ら
「
御
尋
之
儀
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ぎ
の
史
料
が
あ
る）
（（
（

。

　
　
　
　

廉
書
覚

　

一 

文
化
弐
丑
年
ゟ
弐
拾
五
ケ
年
被
差
免
候
御
願
出
之
儀
者
、
前
々
年
亥
十
一

月
ニ
御
願
書
被
差
出
、
御
請
込
相
成
、
翌
子
四
月
ニ
左
之
通
被
仰
出
之
候

　

御
付
紙

　

来
丑
年
ゟ
弐
拾
五
年
銀
札
遣
可
被
申
付
候

　
　

 

私
領
内
周
防
・
長
門
両
国
銀
札
通
用
之
儀
追
々
御
断
申
上
、
享
保
十
五
戌

年
ゟ
宝
暦
四
戌
年
迄
弐
拾
五
ケ
年
、
宝
暦
五
亥
年
ゟ
安
永
八
亥
年
迄
弐
拾

五
ケ
年
、
安
永
九
子
年
ゟ
来
子
年
迄
弐
拾
五
ケ
年
之
間
被
成
御
免
札
遣
申

付
候
処
、
紛
敷
儀
無
之
是
迄
引
続
通
用
仕
候
、
依
之
来
々
丑
年
ゟ
又
々
往

弐
拾
五
ケ
年
之
間
銀
札
通
用
為
仕
度
奉
存
候
、
尤
是
迄
之
通
弥
紛
敷
儀
無

之
様
入
念
可
申
付
候
、
此
段
奉
伺
候
、
已
上

　
　
　

十
一
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

御
名

　

一 

御
両
国
銀
札
通
用
数
高
幷
何
匁
ゟ
何
ほ
と
迄
と
申
儀
、
内
訳
書
立
可
差
出

旨
文
化
年
御
願
継
之
節
、
江
戸
ゟ
申
来
候
ニ
付
、
左
之
通
書
立
差
出
候

　
　

 

御
両
国
銀
札
通
用
之
儀
御
願
継
被
仰
出
候
処
、
銀
札
通
用
数
高
幷
何
匁
ゟ

何
ほ
と
迄
と
申
儀
内
訳
書
付
可
差
出
旨
、
江
戸
ゟ
被
仰
越
候
付
遂
詮
議
候

処
、
巡
見
使
御
用
意
ニ
付
札
座
ゟ
上
使
方
江
札
銀
高
三
千
百
貫
目
と
書
出

相
成
候
控
有
之
、
巡
見
使
御
記
録
詮
儀
相
成
候
処
、
上
使
ゟ
御
問
有
之
候

ハ
ヽ
右
之
通
御
付
出
相
成
候
仕
向
の
ミ
ニ
而
、御
問
答
無
之
様
ニ
相
見
候
、

左
候
へ
者
是
迄
公
儀
江
札
数
高
御
付
出
不
相
成
様
ニ
相
見
候
、
然
処
当
時

之
数
高
五
千
お
よ
ひ
之
儀
御
座
候
へ
共
、追
々
焼
失
紛
失
等
茂
可
有
御
座
、

札
改
正
銀
引
替
高
去
戌
年
迄
五
ケ
年
抨
シ
弐
千
五
百
貫
目
程
と
見
込
、
先

者
凡
三
千
貫
目
位
之
融
通
歟
と
相
考
候
、
当
時
之
出
札
高
御
付
出
相
成
候

而
ハ
、
余
分
之
後
ロ
銀
御
貯
有
之
や
う
ニ
見
入
、
何
そ
御
断
立
有
之
節
之

差
障
ニ
者
相
成
申
間
敷
哉
、
且
ハ
御
両
国
手
広
や
う
成
聞
も
不
被
相
好
、

誠
ニ
遠
国
辺
鄙
故
質
素
之
風
儀
の
ミ
ニ
相
済
候
響
有
之
度
、（
下
略
）

　

史
料
の
前
半
は
、
享
和
三
年
十
一
月
十
七
日
付
の
願
書
で
あ
り
、
付
紙
に
幕

府
か
ら
の
許
可
の
回
答（
文
化
元
年
四
月
）が
書
か
れ
て
い
る
。史
料
の
後
半
は
、

幕
府
か
ら
の
「
御
尋
之
儀
」
の
内
容
が
、「
御
両
国
銀
札
通
用
数
高
幷
何
匁
ゟ

何
ほ
と
迄
と
申
儀
、
内
訳
書
付
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藩

の
対
応
は
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
幕
府
巡
見
使
へ
の
準
備
に
、
三
一
〇

〇
貫
目
回
答
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。現
在
の
出
札
高
五
〇
〇
〇
貫
目
を
正
直
に
回
答
す
る
と
、沢
山
の「
後
ロ
銀
」

（
兌
換
準
備
銀
）
を
蓄
え
て
い
る
と
目
を
付
け
ら
れ
る
し
、「
御
両
国
手
広
」
の

よ
う
に
見
ら
れ
る
の
も
困
る
た
め
で
あ
る
。
結
局
三
一
〇
〇
貫
目
案
が
用
い
ら

れ
、
以
降
幕
末
ま
で
こ
の
届
高
が
継
承
さ
れ
る
。「
何
匁
ゟ
何
ほ
と
迄
」
の
札

種
に
つ
い
て
は
、
一
〇
匁
・
五
匁
・
四
匁
・
三
匁
・
二
匁
・
一
匁
・
五
分
・
四

一
〇



分
・
三
分
・
二
分
の
一
〇
種
を
回
答
し
、
内
訳
に
つ
い
て
は
合
計
が
三
一
〇
〇

貫
目
に
合
う
よ
う
に
数
合
わ
せ
を
し
た
。

　

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
迄
の
実
際
の
出
高
は
、
四
九
二
八
・
七
一
六
九

貫
目
で
あ
る
。そ
れ
を
含
め
て
天
保
十
年（
一
八
三
九
）ま
で
の
出
高
は
、表（
５
）

の
よ
う
で
あ
る
。
享
和
三
年
前
後
で
は
、
寛
政
八
・
十
一
年
と
文
化
元
年
の
各

五
〇
〇
貫
目
の
増
刷
が
注
目
さ
れ
、
文
化
・
文
政
期
の
増
刷
は
、
そ
れ
ま
で
の

時
期
と
一
桁
違
う
増
刷
で
一
段
階
を
画
し
て
い
る
。
化
政
期
の
産
業
・
流
通
の

発
展
を
想
像
さ
せ
る
。

　

右
の
享
和
三
年
二
月
、
藩
は
萩
町
の
御
用
達
五
人
に
「
大
坂
為
替
銀
御
用
」

を
命
じ
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
閏
正
月
二
十
四
日
、
藩
は
つ
ぎ
の
「
書
下
」（
提

案
書）
（（
（

）
を
御
用
達
に
渡
し
て
、
回
答
を
求
め
た
。

　
　
　
　

覚　

 

　

一
札
銀
五
百
貫
目

　
　
　

但 

、
利
足
月
別
四
朱
ニ
し
て
、
御
貸
渡
月
ゟ
十
弐
ケ
月
振
元
利
返
納
之

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
用
達
五
人

　
　
　

但 

、右
之
内
ニ
茂
為
替
御
用
相
断
者
を
者
可
被
差
除
候
、

且
有
徳
之
者
為
替
御
用
承
度
段
相
願
候
ハ
ヽ
、
御
詮

儀
之
上
沙
汰
可
被
仰
附
候
事

　
　

 

右
之
者
共
腰
書
之
利
足
納
方
ニ
し
て
、
相
応
之
質
物
取
置

御
貸
附
被
仰
付
、
下
之
働
を
以
、
御
国
産
他
国
売
物
代
銀

為
替
取
組
被
仰
付
、
問
屋
々
々
ゟ
大
坂
御
屋
鋪
江
正
銀
を

以
上
納
被
仰
附
、
相
納
候
日
数
江
当
り
利
差
引
被
仰
付
候

事

　

御
刎
紙

　
　

 

本
書
為
替
銀
大
坂
問
屋
々
々
ゟ
上
納
之
分
加
嶋
屋
久
右
衛

門
方
へ
相
納
、
彼
方
預
り
手
形
御
屋
鋪
へ
相
納
候
様
ニ
被

仰
付
候
事

　
　
　

但 

、
凡
百
貫
目
及
大
坂
御
屋
鋪
江
納
候
上
、
其
趣
彼
地

表（５）　鈔銀出高表
項目 札銀（貫目） 備考

安永５申年勘文方より札座江渡方之分 3313.9329 重就代3313貫目
寛政４子年新札調被仰付候分 314.7840
寛政６寅年同断 300.0000
寛政８辰年同断 500.0000
寛政11未年同断 500.0000
文化元子年同断 500.0000
文化５辰年同断 1100.0000 斉房代3214貫目増
文化10酉年同断 1220.0000
文化11戌年同断 2500.0000
文政３辰年同断 3000.0000
文政６未年同断 3000.0000
文政７申年同断 3500.0000
文政８酉年同断 1600.0000
文政９戌年同断 100.0000
文政11子年同断 100.0000 ここまで14520貫目増、小計21548貫目
文政12丑年同断 5750.0000
天保１寅年同断 5500.0000
天保２卯年同断 3700.0000 文政12～天保２で15000貫目弱増
天保４巳年同断 100.0000
天保５午年同断 300.0000
天保６未年同断 150.0000
天保７申年同断 1000.0000
以上 38048.7169
内
文化11戌年薄□損札焼捨被仰付分 －9.1809
天保４巳年同断 －814.9259
天保５午年同断 －4826.9264
以上焼捨被仰付分 －5651.0332
天保改之節引替ニ不差出分於于下流失
焼失ニ相当ル分 －436.4819

差引残 31961.2018
内
置居御預りとして天保６未年より拾ケ
年之間符込ニ被仰付分 －2020.0000

同年より壱ケ年立御預りとして差出せ
金子を以御返済相成候分当亥年迄右之
辻同断尤追々焼捨被仰付哉之分

－5353.5000（年々1000貫目くらい返済カ）

猶差引残（但此辻通用銀之分） 24587.7018
出典：益田家文書６－35「鈔銀出高」（天保10年）。

一
一



ゟ
申
来
り
次
第
、
右
相
納
候
員
数
丈
ケ
追
々
御
貸
加

被
仰
付
候
ヘ
ハ
、
元
銀
五
百
貫
目
之
外
御
貸
過
ニ
不

相
成
、
追
々
正
銀
ニ
成
り
替
り
大
坂
御
屋
鋪
江
納
候

付
、
追
而
為
替
等
ニ
し
て
御
国
取
下
候
事

　

一 

相
場
所
切
手
取
引
一
統
札
遣
ニ
被
仰
付
候
段
、
仲
買
中
江
沙
汰
被
仰
付
候

事

　

一 

切
手
質
札
銀
貸
札
戻
シ
被
仰
付
候
段
、
御
用
達
中
江
沙
汰
被
仰
付
候
事

　
　
　

但 

、
御
用
達
中
江
札
銀
入
用
之
節
ハ
、
御
借
上
同
利
ニ
し
て
御
貸
下
被

仰
付
候
ハ
ヽ
、
遠
在
へ
茂
札
銀
通
用
仕
似
せ
可
申
哉
之
事

　

一 

御
売
米
代
札
銀
上
納
ニ
被
仰
付
候
段
、
御
用
聞
中
江
沙
汰
被
仰
付
候
事

　
　
　

但 

、
他
国
売
御
米
代
之
儀
者
、
是
迄
之
通
正
銀
納
之
事

　

一 

札
座
引
替
向
後
者
下
ゟ
持
参
候
分
、
成
丈
ハ
不
残
引
替
候
様
沙
汰
仕
候

ハ
ヽ
、
下
々
気
受
弥
宜
相
成
正
銀
ニ
引
替
候
儀
、
容
易
ニ
有
之
間
敷
儀
与

相
見
候
事

　

一 

右
之
通
沙
汰
可
被
仰
付
候
所
、
遠
在
ニ
ハ
札
銀
不
遣
馴
、
当
分
却
而
引
替

へ
繁
ク
相
成
候
而
ハ
、
大
坂
ゟ
御
取
下
銀
有
之
候
而
も
、
後
銀
之
閊
ハ
此

内
ニ
替
り
候
儀
ハ
有
之
間
敷
候
間
、
向
後
者
此
度
為
替
御
用
承
り
候
者
共

ゟ
、
後
銀
月
別
四
朱
利
ニ
し
て
、
御
閊
無
之
様
ニ
繰
出
受
相
候
様
ニ
可
被

仰
付
候
事

　
　

 

右
之
廉
々
此
度
沙
汰
被
仰
付
候
時
ハ
、
下
之
便
利
宜
札
銀
在
々
迄
も
無
滞

通
用
い
た
し
、
お
の
つ
か
ら
正
銀
引
替
も
無
数
相
成
、
公
私
之
御
為
宜
有

之
哉
、
融
通
徳
失
旁
銘
々
得
与
令
勘
弁
申
合
趣
書
認
可
申
出
候
事

　

萩
町
の
御
用
達
五
名
（
山
中
六
右
衛
門
・
熊
谷
五
右
衛
門
・
重
村
二
郎
左
衛

門
・
井
関
六
兵
衛
・
田
村
金
右
衛
門
）
に
「
大
坂
為
替
銀
御
用
」
を
命
じ
る
。

札
銀
五
〇
〇
貫
目
を
貸
し
付
け
、
利
息
は
「
月
別
四
朱
」（
〇
・
四
％
。
年
利

に
し
て
四
・
八
％
）
で
一
年
後
に
札
銀
で
返
納
す
る
。
貸
付
に
は
相
応
の
質
物

を
取
る
。
御
用
達
は
こ
の
札
銀
を
元
手
に
「
御
国
産
」
を
買
い
集
め
、
大
坂
で

売
却
す
る
。
大
坂
問
屋
へ
売
り
渡
し
、
問
屋
か
ら
藩
大
坂
御
用
達
加
嶋
屋
へ
正

銀
を
渡
す
。
加
嶋
屋
か
ら
大
坂
蔵
屋
敷
へ
預
り
手
形
を
納
め
、
一
〇
〇
貫
目
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
国
元
へ
知
ら
せ
て
、
ま
た
一
〇
〇
貫
目
の
札
銀
を
貸
し
付
け

る
。正
銀
は
大
坂
蔵
屋
敷
か
ら「
為
替
等
ニ
し
て
御
国
取
下
候
事
」と
あ
る
の
は
、

必
ず
し
も
保
証
は
な
く
、
江
戸
へ
仕
送
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
一
部

は
国
元
に
還
流
し
な
い
と
「
後
銀
」
が
欠
乏
し
、札
価
に
影
響
が
出
る
。「
後
銀
」

は
、「
御
閊
無
之
様
ニ
繰
出
受
相
候
様
ニ
」と
御
用
達
の
役
割
に
期
待
し
て
い
る
。

藩
札
の
信
用
確
保
の
た
め
に
、
後
銀
を
準
備
す
る
こ
と
、「
相
場
所
」（
萩
の
米

切
手
市
場
）
で
の
取
引
を
藩
札
と
す
る
こ
と
、
畠
銀
な
ど
の
銀
納
貢
租
の
藩
札

上
納
、
御
用
達
の
藩
米
売
却
代
銀
の
藩
札
上
納
、
な
ど
の
手
段
が
と
ら
れ
て
い

る
。「
在
々
之
者
幷
小
商
人
札
遣
ニ
馴
さ
せ
候
為
ニ
、
分
札
余
分
田
舎
差
送
せ

候
ハ
ヽ
、
自
然
と
見
馴
遣
馴
便
利
宜
筋
合
点
可
仕
候
」
と
、
領
内
田
舎
ま
で
流

通
促
進
の
た
め
に
、
一
分
札
・
二
分
札
等
の
小
額
藩
札
を
刷
っ
て
広
め
る
予
定

で
あ
る
。

　

御
用
達
商
人
の
側
は
、
こ
の
「
大
坂
為
替
銀
御
国
産
他
国
売
出
」
は
、「
札

銀
融
通
之
御
為
宜
、
御
国
産
繁
盛
仕
、
諸
向
差
支
り
之
義
御
座
有
間
敷
」
と
、

お
お
む
ね
好
意
的
で
あ
る
。
こ
の
取
組
は
、
藩
札
の
発
行
・
運
用
（
藩
は
正
銀

一
二



を
得
る
こ
と
が
で
き
、
う
ま
く
運
用
す
れ
ば
領
民
へ
の
利
子
の
な
い
借
銀
と
な

る
）
と
領
内
産
物
取
立
（
大
坂
へ
の
太
い
売
却
ル
ー
ト
が
で
き
、
ひ
い
て
は
国

産
奨
励
に
な
る
）
と
の
一
石
二
鳥
が
狙
え
る
。
気
付
き
と
し
て
は
、
①
「
催
合

ニ
し
て
取
捌
仕
苦
敷
、
銘
々
ゟ
御
貸
下
銀
員
数
御
願
申
上
度
」「
人
別
江
当
遂

御
勘
定
候
様
」
と
、
共
同
で
よ
り
も
御
用
達
商
人
個
々
へ
藩
札
を
貸
与
し
勘
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
②
「
御
貸
下
札
銀
月
別
三
朱
利
」
に
下
げ
て
ほ
し
い
。

③
相
場
所
で
の
米
切
手
を
一
統
札
遣
い
に
す
る
の
は
、
一
年
見
合
わ
せ
て
ほ
し

い
。
④
正
銀
の
調
達
が
「
月
別
四
朱
利
」
で
は
我
々
が
迷
惑
す
る
の
で
、
大
坂

為
替
銀
は
別
に
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
結
局
、
一
〇
〇
貫
目
単
位
で

の
追
貸
付
が
五
〇
貫
目
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
と
、
③
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

あ
と
は
も
と
の
提
案
通
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
、
享
和
三
年
の
大
坂
為
替
仕
法
は
、
藩
札
と
大
坂
為
替
を
結
び
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
札
の
流
通
と
「
国
産
繁
盛
」
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
来

る
べ
き
文
政
末
・
天
保
初
年
の
産
物
一
件
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
御
用
達
商
人
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。

　

表
（
５
）
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
藩
札
の
発
行
で
大
増
刷
の
時
期
は
、

文
政
十
二
～
天
保
二
年
（
一
八
二
九
～
三
一
）
で
あ
り
、
こ
の
三
年
間
で
一
万

五
〇
〇
〇
貫
目
も
の
藩
札
を
増
刷
し
た
。
こ
れ
は
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う

に）
（（
（

、「
尚
夥
敷
札
銀
摺
調
諸
産
物
之
内
買
上
、
大
坂
其
外
江
運
送
売
捌
候
而
正

銀
取
入
」
と
、
藩
札
を
大
量
に
増
刷
し
て
領
内
産
物
を
買
い
上
げ
、
大
坂
で
売

却
し
て
正
銀
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
政
十
二
年
二

月
に
、「
地
下
功
者
の
者
壱
ケ
所
両
三
人
宛
、御
用
達
被
仰
付
」、「
大
銀
被
差
出
、

御
任
せ
同
様
ニ
し
て
遣
ひ
払
被
仰
付
」
た
も
の
で
あ
る
。
同
六
月
に
は
、「
今

般
於
大
坂
住
友
吉
次
郎
出
店
和
泉
屋
甚
次
郎
方
ニ
て
融
通
為
替
取
組
被
仰
付
、

京
大
坂
其
外
諸
国
売
買
の
代
銀
等
、
札
銀
ニ
て
取
集
候
者
願
出
候
得
は
」、「
御

国
産
物
登
せ
方
之
儀
ハ
、
買
取
被
仰
付
分
ハ
御
内
用
方
よ
り
送
り
状
差
登
せ
候

得
と
も
、
於
于
下
銘
々
直
買
集
の
分
ハ
、
其
品
々
御
代
官
所
え
申
達
」、「
産
物

代
銀
懸
屋
役
大
坂
町
人
住
友
吉
次
郎
方
え
御
頼
入
相
成
候
ニ
付
、
売
捌
代
銀
不

残
彼
方
え
相
渡
、
右
預
り
手
形
を
以
彼
地
御
銀
子
方
え
相
納
、
彼
役
所
請
取
手

形
取
下
ケ
候
ハ
ヽ
、
替
り
札
銀
下
渡
可
被
仰
付
候
事
」
と
し
た）
（（
（

。
こ
の
大
坂
為

替
仕
法
は
、
享
和
三
年
の
仕
法
の
藩
大
坂
御
用
達
加
嶋
屋
久
右
衛
門
が
、「
懸

屋
役
大
坂
町
人
住
友
吉
次
郎
」
に
変
っ
た
だ
け
で
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
、
藩
札
を
大
増
刷
し
て
大
量
に
貸
与
し
た
こ
と
、
萩
の
御
用
達
五
人
を
領

内
豪
農
商
に
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
、
規
模
が
格
段
に
違
う
。
こ
の
「
御
国
産
買

上
之
御
内
用
」
は
、
天
保
大
一
揆
の
標
的
と
な
っ
て
差
し
止
め
ら
れ
た
。
藩
札

は
三
分
の
二
に
減
価
し
、
た
め
に
銀
納
貢
租
も
三
分
の
二
に
減
収
と
な
り
、
産

物
買
取
代
も
三
五
％
の
間
欠
銀
（
逆
鞘
五
六
〇
〇
貫
目
）
が
出
た
。
大
失
政
に

終
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
も
御
用
達
商
人
が
関
っ
て
い
る
。
熊
谷
五
右
衛
門
（
四
代
義
比
）
の
例

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一 
天
保
四
巳
年
、
金
五
千
両
・
銭
三
千
貫
文
御
下
ケ
渡
被
仰
付
、
右
者
御
国

札
之
位
御
建
直
シ
之
御
趣
意
ニ
付
、
私
方
之
金
銭
売
払
之
姿
ニ
し
て
取
計

仕
候
様
被
仰
聞
、
右
ニ
付
種
々
繰
巻
を
以
心
配
仕
候
所
、
一
統
之
人
気
相

緩
ミ
金
銭
共
ニ
和
市
立
直
り
候
故
、
右
金
銭
其
後
堅
固
ニ
返
納
仕
候
事

一
三



　
　
　
　
　
（
中
略
）

　

一 
同
年
札
銀
御
添
印
之
砌
、
右
御
添
印
有
之
候
分
心
遣
ひ
仕
候
様
被
仰
聞
、

札
銀
四
百
拾
貫
目
差
出
候
、
其
砌
御
添
印
札
世
上
未
行
渡
不
申
候
故
、
諸

郡
在
ニ
至
迄
心
遣
仕
候
故
、
利
銀
迷
惑
仕
居
候
事

　

一 

天
保
四
巳
年
十
月
廿
八
日
、
御
呼
出
ニ
付
世
悴
源
三
郎
儀
罷
出
候
所
、
今

般
札
銀
江
天
保
改
正
之
御
副
印
被
仰
付
候
付
、御
密
用
被
仰
渡
候
事
ニ
付
、

委
敷
儀
ハ
書
記
不
申
候
事

　

こ
れ
は
、
藩
札
の
信
用
回
復
の
た
め
に
御
用
達
商
人
が
働
い
た
例
で
あ
る
。

天
保
四
年
に
「
御
国
札
之
位
御
建
直
シ
」
の
た
め
に
、
藩
か
ら
金
五
〇
〇
〇
両

と
銭
三
〇
〇
〇
貫
文
を
渡
さ
れ
、
熊
谷
個
人
の
両
替
の
形
で
取
り
計
ら
っ
た
。

や
が
て
藩
札
の
位
が
回
復
し
た
の
で
、
藩
に
こ
の
金
銭
を
返
納
で
き
た
、
と
い

う
。
同
年「
御
添
印
札
」（「
分
銅
形
札
通
用
」と
も
）の
際
も
働
き
、「
利
銀
迷
惑
」

に
な
っ
た
と
い
う）
（（
（

。

　

一
方
で
「
天
保
五
午
年
、
御
用
達
之
内
御
咎
之
趣
有
之
、
御
仕
成
幷
俵
数
等

一
応
被
召
上
候
」
と
、
御
用
達
の
な
か
で
「
御
咎
」
を
受
け
た
者
の
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る）
（（
（

。
藩
の
大
失
政
と
そ
の
立
て
直
し
に
関
っ
て
、
乗
り
切
れ
な
か
っ

た
商
人
が
い
た
の
で
あ
る
。
御
用
達
に
は
、
相
当
の
才
覚
が
必
要
で
あ
っ
た
。

熊
谷
の
場
合
は
、
天
保
四
年
三
月
二
日
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
大
坂
御
用
達
並
」

と
い
う
、
領
内
御
用
達
の
な
か
で
、
最
高
の
処
遇
を
受
け
た）
（（
（

。

　
　
　

三　

熊
谷
累
利
・
永
納
米
と
古
借
棄
捐

　

藩
の
借
銀
捌
き
（
藩
債
償
還
）
の
な
か
で
も
っ
と
も
厳
し
い
も
の
に
、「
熊

谷
累
利
捌
き
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。
他
の
御
用
達
に
対
し
て
は
見
ら
れ
な
い
、

極
め
て
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。「
私
家
ニ
限
り
此
御
仕
法
を
累
利
御
下
ケ
銀
ト

唱
へ
来
り
申
候
」
と
い
う）
（（
（

。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
十
五
日
の
記
事
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る）
（（
（

。

　
　

 

五
右
衛
門
家
筋
之
儀
者
、
曾
祖
父
以
来
数
代
引
続
御
本
勘
御
用
達
相
勤
、

数
度
廉
有
御
用
遂
其
節
、
御
仕
組
之
度
々
余
分
之
元
米
銀
利
下
ケ
・
年
延

等
被
仰
付
、
享
和
三
亥
年
御
借
上
銀
高
四
千
百
五
拾
壱
貫
目
余
累
利
捌
永

年
賦
ニ
被
仰
付
、
八
拾
八
ケ
年
之
年
賦
ニ
相
当
り
候
節
、
子
供
末
々
ニ
至

り
万
一
之
儀
有
之
候
共
、
御
見
捨
被
成
間
敷
段
、
御
書
下
ケ
被
仰
付
置
候

程
之
儀
、（
中
略
）
享
和
年
御
仕
法
入
之
年
賦
銀
ハ
誠
以
莫
太
乍
迷
惑
仕

居
候
処
、
当
御
仕
組
中
尚
又
半
減
ニ
被
仰
付
候
得
共
、
格
別
御
歎
ケ
間
敷

儀
も
不
申
出
御
受
仕
候
上
、
御
馳
走
銀
を
も
心
得
宜
差
出
候

　

四
代
熊
谷
五
右
衛
門
義
比
の
家
筋
は
、曾
祖
父
初
代
五
右
衛
門
芳
充
以
来「
御

本
勘
御
用
達
」（
宝
暦
四
年
＝
一
七
五
四
以
来
所
帯
方
御
用
達
）
を
務
め
て
き

た
。
そ
れ
が
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
年
末
熊
谷
に
対
す
る
藩
借
銀
四
一
五
一

貫
目
余
（
翌
文
化
元
年
春
元
辻
と
な
り
、
よ
り
正
確
に
は
四
一
五
一
・
八
八
五

二
貫
目
）
に
つ
い
て
、「
累
利
捌
永
年
賦
」「
八
拾
八
ケ
年
之
年
賦
」
に
す
る
が
、

子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
「
御
見
捨
被
成
間
敷
」
と
い
う
。
こ
こ
で
い
っ
て
い
る

こ
と
は
、
他
の
史
料）
（（
（

も
補
っ
て
読
む
と
、
元
銀
の
「
且
納
」（
一
定
額
＝
四
七
・

〇
三
七
七
貫
目
を
年
々
返
済
、
年
返
済
は
元
銀
の
一
・
一
三
％
余
）
を
八
八
年

間
行
い
、
そ
の
あ
と
で
累
積
し
た
利
子
分
返
済
の
道
筋
を
付
け
る
、
と
い
う
も

一
四



の
で
あ
る
。
利
子
の
部
分
は
、
年
利
二
％
で
あ
る
。
史
料
後
半
に
あ
る
「
当
御

仕
組
中
」
は
、
安
政
元
～
五
年
の
財
政
再
建
期
間
を
指
し
、
そ
の
間
は
利
子
半

減
（
四
七
・
〇
三
七
七
貫
目
の
半
分
二
三
・
五
一
八
八
五
貫
目
）
と
す
る
。

　

以
上
の
条
件
を
入
れ
て
熊
谷
累
利
捌
き
を
試
算
し
た
の
が
、表（
６
）で
あ
る
。

文
化
元
年
春
の
元
銀
四
一
五
一
・
八
八
五
二
貫
目
（
Ａ
）
か
ら
毎
年
一
定
額
の

元
銀
仕
払
四
七
・
〇
三
七
七
貫
目
（
Ｂ
）
を
引
い
た
の
が
、
残
元
銀
四
一
〇
四
・

八
四
七
五
貫
目
（
Ｃ
）
で
あ
る
（
Ａ
―
Ｂ
＝
Ｃ
）。
こ
の
残
元
銀
は
、
翌
文
化

二
年
春
の
元
銀
と
な
る
。
一
方
利
息
は
、
元
銀
の
二
％
で
八
三
・
〇
三
七
七
〇

四
貫
目
（
Ｄ
）
で
あ
る
（
Ａ
×
〇
・
〇
二
＝
Ｄ
）。
た
だ
し
こ
れ
は
実
際
に
は

支
払
わ
れ
ず
、
累
利
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
通
常
の
借
銀
返
済
な
ら
、
毎

年
元
銀
仕
払
（
Ｂ
）
と
利
息
（
Ｄ
）
の
合
計
（
Ｅ
）
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
Ｂ
＋
Ｄ
＝
Ｅ
）。
安
政
元
～
五
年
は
、
元
銀
仕
払
半
減

期
で
あ
る
の
で
、
二
三
・
五
一
八
八
五
貫
目
と
し
て
あ
る
。

　

元
銀
仕
払（
Ｂ
）の
文
化
元
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で（
一
八
〇
四
～
一
八
七
一
）

六
七
年
間
の
計
算
値
合
計
は
、
三
〇
八
〇
・
九
六
九
三
五
貫
目
と
な
り
、
別
史

料）
（（
（

と
小
数
点
以
下
ま
で
合
致
す
る
。
明
治
四
年
末
残
元
銀（
明
治
五
年
春
元
銀
）

表（６）　熊谷累利表　　単位：貫目
A B C D E

年次 西暦 元銀 元銀仕払 残元銀 利息（２％） 通常支払
文化１ 1804 4151.8852 47.03770 4104.84750 83.037704 130.07540
文化２ 1805 4104.8475 47.03770 4057.80980 82.096950 129.13465
文化３ 1806 4057.8098 47.03770 4010.77210 81.156196 128.19390
文化４ 1807 4010.7721 47.03770 3963.73440 80.215442 127.25314
文化５ 1808 3963.7344 47.03770 3916.69670 79.274688 126.31239
文化６ 1809 3916.6967 47.03770 3869.65900 78.333934 125.37163
文化７ 1810 3869.6590 47.03770 3822.62130 77.393180 124.43088
文化８ 1811 3822.6213 47.03770 3775.58360 76.452426 123.49013
文化９ 1812 3775.5836 47.03770 3728.54590 75.511672 122.54937
文化10 1813 3728.5459 47.03770 3681.50820 74.570918 121.60862
文化11 1814 3681.5082 47.03770 3634.47050 73.630164 120.66786
文化12 1815 3634.4705 47.03770 3587.43280 72.689410 119.72711
文化13 1816 3587.4328 47.03770 3540.39510 71.748656 118.78636
文化14 1817 3540.3951 47.03770 3493.35740 70.807902 117.84560
文政１ 1818 3493.3574 47.03770 3446.31970 69.867148 116.90485
文政２ 1819 3446.3197 47.03770 3399.28200 68.926394 115.96409
文政３ 1820 3399.2820 47.03770 3352.24430 67.985640 115.02334
文政４ 1821 3352.2443 47.03770 3305.20660 67.044886 114.08259
文政５ 1822 3305.2066 47.03770 3258.16890 66.104132 113.14183
文政６ 1823 3258.1689 47.03770 3211.13120 65.163378 112.20108
文政７ 1824 3211.1312 47.03770 3164.09350 64.222624 111.26032
文政８ 1825 3164.0935 47.03770 3117.05580 63.281870 110.31957
文政９ 1826 3117.0558 47.03770 3070.01810 62.341116 109.37882
文政10 1827 3070.0181 47.03770 3022.98040 61.400362 108.43806
文政11 1828 3022.9804 47.03770 2975.94270 60.459608 107.49731
文政12 1829 2975.9427 47.03770 2928.90500 59.518854 106.55655
天保１ 1830 2928.9050 47.03770 2881.86730 58.578100 105.61580
天保２ 1831 2881.8673 47.03770 2834.82960 57.637346 104.67505
天保３ 1832 2834.8296 47.03770 2787.79190 56.696592 103.73429
天保４ 1833 2787.7919 47.03770 2740.75420 55.755838 102.79354
天保５ 1834 2740.7542 47.03770 2693.71650 54.815084 101.85278
天保６ 1835 2693.7165 47.03770 2646.67880 53.874330 100.91203
天保７ 1836 2646.6788 47.03770 2599.64110 52.933576 99.97128
天保８ 1837 2599.6411 47.03770 2552.60340 51.992822 99.03052
天保９ 1838 2552.6034 47.03770 2505.56570 51.052068 98.08977
天保10 1839 2505.5657 47.03770 2458.52800 50.111314 97.14901
天保11 1840 2458.5280 47.03770 2411.49030 49.170560 96.20826
天保12 1841 2411.4903 47.03770 2364.45260 48.229806 95.26751
天保13 1842 2364.4526 47.03770 2317.41490 47.289052 94.32675
天保14 1843 2317.4149 47.03770 2270.37720 46.348298 93.38600
弘化１ 1844 2270.3772 47.03770 2223.33950 45.407544 92.44524
弘化２ 1845 2223.3395 47.03770 2176.30180 44.466790 91.50449
弘化３ 1846 2176.3018 47.03770 2129.26410 43.526036 90.56374
弘化４ 1847 2129.2641 47.03770 2082.22640 42.585282 89.62298
嘉永１ 1848 2082.2264 47.03770 2035.18870 41.644528 88.68223
嘉永２ 1849 2035.1887 47.03770 1988.15100 40.703774 87.74147
嘉永３ 1850 1988.1510 47.03770 1941.11330 39.763020 86.80072
嘉永４ 1851 1941.1133 47.03770 1894.07560 38.822266 85.85997
嘉永５ 1852 1894.0756 47.03770 1847.03790 37.881512 84.91921
嘉永６ 1853 1847.0379 47.03770 1800.00020 36.940758 83.97846
安政１ 1854 1800.0002 23.51885 1776.48135 36.000004 59.51885
安政２ 1855 1776.4814 23.51885 1752.96250 35.529627 59.04848
安政３ 1856 1752.9625 23.51885 1729.44365 35.059250 58.57810
安政４ 1857 1729.4437 23.51885 1705.92480 34.588873 58.10772
安政５ 1858 1705.9248 23.51885 1682.40595 34.118496 57.63735
安政６ 1859 1682.4060 47.03770 1635.36825 33.648119 80.68582
万延１ 1860 1635.3683 47.03770 1588.33055 32.707365 79.74507
文久１ 1861 1588.3306 47.03770 1541.29285 31.766611 78.80431
文久２ 1862 1541.2929 47.03770 1494.25515 30.825857 77.86356
文久３ 1863 1494.2552 47.03770 1447.21745 29.885103 76.92280
元治１ 1864 1447.2175 47.03770 1400.17975 28.944349 75.98205
慶応１ 1865 1400.1798 47.03770 1353.14205 28.003595 75.04130
慶応２ 1866 1353.1421 47.03770 1306.10435 27.062841 74.10054
慶応３ 1867 1306.1044 47.03770 1259.06665 26.122087 73.15979
明治１ 1868 1259.0667 47.03770 1212.02895 25.181333 72.21903
明治２ 1869 1212.0290 47.03770 1164.99125 24.240579 71.27828
明治３ 1870 1164.9913 47.03770 1117.95355 23.299825 70.33753
明治４ 1871 1117.9536 47.03770 1070.91585 22.359071 69.39677
合計（計算値） 3080.96935 3538.804535 6619.77389
同記載値 3080.96935 3538.804535
出典：熊谷家文書６代無番「御所帯方江願書其外扣」。同６代47番「熊谷氏覚」。
参考： 益田家文書51－21「弘化四年借銀付立」に、2129.26貫目（此且納47.03貫目）
　　　45年目皆済、とある。45年目は、1891年（明治24）。
　　　文化元年（1804）から明治24年（1891）まで88年。
計算式：元銀－元銀仕払＝残元銀　Ａ－Ｂ＝Ｃ
　　　　元銀×0.02＝利息　　Ａ×0.02＝Ｄ
　　　　元銀支払＋利息＝通常支払　Ｂ＋Ｄ＝Ｅ

一
五



一
〇
七
〇
・
九
一
五
八
五
貫
目
も
、
同
前
史
料
記
載
値
と
合
致
す
る
。
一
方
利

息
の
計
算
値
合
計
は
、
三
五
三
八
・
八
〇
四
五
三
五
貫
目
と
な
り
、
こ
れ
も
別

史
料（
同
前
）と
小
数
点
以
下
ま
で
合
致
す
る
。
元
銀
仕
払（
Ｂ
）と
利
息（
Ｄ
）

を
足
し
た
通
常
支
払
（
Ｂ
＋
Ｄ
＝
Ｅ
）
の
合
計
は
六
六
一
九
貫
目
余
と
な
る
。

こ
の
う
ち
累
利
額
三
五
三
八
貫
目
余
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
じ

つ
に
五
三
・
四
％
を
占
め
る
。 

　

も
う
一
つ
の
史
料
「
弘
化
四
年
借
銀
付
立）
（（
（

」
の
「
年
賦
借
之
部
」
に
、
熊
谷

五
右
衛
門
の
名
が
あ
り
、
こ
の
「
且
納
」
額
（
元
銀
の
一
年
返
済
額
）
四
七
・

〇
三
貫
目
、
四
五
カ
年
目
皆
済
と
な
っ
て
い
る
。
四
五
年
目
皆
済
と
は
、
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
四
五
年
目
と
な
る
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
皆

済
予
定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
弘
化
四
年
春
元
銀
の
額
は
、
二
一
二
九
・
二
六

貫
目
と
な
っ
て
お
り
、
表
（
６
）
の
弘
化
四
年
春
元
銀
二
一
二
九
・
二
六
四
一

貫
目
と
合
致
す
る
。

　

以
上
、
熊
谷
累
利
捌
き
に
つ
い
て
、
試
算
表
も
用
い
な
が
ら
検
討
し
て
き
た

が
、
元
銀
八
八
年
賦
（「
累
利
捌
元
銀
且
納
」）
と
い
い
、
累
利
（「
別
廉
記
置

弐
朱
利
累
利
」）
と
い
い
、
い
か
に
も
酷
い
仕
法
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
永
納
米
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
永
納
米
と
は
藩
へ
の
献

上
米
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
奨
励
の
た
め
に
利
子
に
相
当
す
る
も
の
を
毎
年
下

賜
す
る
。
元
米
の
部
分
は
、「
元
居
」（
が
ん
ず
え
、「
永
納
」
と
も
い
う
）、
す

な
わ
ち
返
済
は
し
な
い
。
熊
谷
家
の
場
合
は
、
つ
ぎ
の
史
料
の
よ
う
な
経
緯
が

あ
る）
（（
（

。

　

一
永
納
米
弐
百
石
定

　
　
　

但 

、
元
米
弐
千
石
江
被
為
対
、
御
利
米
之
御
見
渡
を
以
、
御
扶
持
方
五

拾
五
人
半
分
歩
引
ニ
し
て
御
勘
渡
被
仰
付
来
ル
分
、
天
明
五
已
年
よ

り
已
来
加
詰
三
朱
利
被
仰
付
、
年
々
盆
暮
両
度
白
帋
御
切
手
を
以
御

下
渡
被
仰
付
候
内
、
願
出
江
被
為
対
分
ケ
御
証
文
ニ
相
成
右
之
辻
、

尤
其
後
天
保
十
一
子
年
よ
り
已
来
、
御
利
米
之
儀
ハ
加
詰
弐
朱
ニ
被

仰
付
候
事

　
　

 

右
私
先
祖
五
右
衛
門
代
札
銀
百
貫
目
差
出
候
処
、
弐
石
替
ニ
し
て
元
米
弐

千
石
へ
被
為
対
、腰
書
之
御
扶
持
方
差
引
ニ
し
て
御
下
渡
被
仰
付
来
候
処
、

天
明
五
巳
年
よ
り
無
利
元
年
賦
之
御
仕
法
を
以
、
一
応
元
下
ケ
を
茂
被
仰

付
候
、
然
処
同
六
年
午
春
御
用
銀
調
達
仕
候
様
被
仰
聞
候
処
、
其
節
市
中

一
統
不
融
通
之
時
節
候
へ
共
、
無
難
御
用
銀
調
達
仕
候
、
猶
其
節
之
町
御

奉
行
様
よ
り
段
々
御
申
出
之
趣
も
有
之
、
彼
是
江
被
為
対
御
全
儀
之
上
、

格
別
之
御
沙
汰
被
為
在
、
御
仕
法
被
差
除
古
元
へ
被
為
差
戻
、
巳
午
両
年

元
入
之
分
者
上
納
被
仰
付
、
已
前
之
御
証
文
御
取
上
ケ
ニ
相
成
、
天
明
七

未
年
十
一
月
御
改
正
ニ
而
、
新
御
証
文
御
下
渡
被
仰
付
候
事

　

こ
の
永
納
米
二
〇
〇
石
は
、
永
納
元
米
二
〇
〇
〇
石
の
小
分
け
に
し
た
証
文

で
あ
る
。
永
納
元
米
二
〇
〇
〇
石
は
、
初
代
五
右
衛
門
が
献
納
し
た
札
銀
一
〇

〇
貫
目
を
札
銀
一
〇
〇
匁
＝
米
二
石
の
和
市
（
二
石
替
え
と
い
い
、
米
一
石
＝

札
銀
五
〇
匁
）
で
米
に
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
〇
〇
〇
石
の
元
米
に
対

し
て
、
五
五
・
五
人
扶
持
（
五
五
・
五
×
一
・
八
＝
九
九
・
九
石
、
約
一
〇
〇

石
。
す
な
わ
ち
五
％
の
利
子
に
相
当
）
を
支
給
し
て
き
た
。
そ
れ
を
天
明
五
年

（
一
七
八
五
）
か
ら
「
無
利
元
年
賦
之
御
仕
法
」、
つ
ま
り
利
子
な
し
、
元
米
の

一
六



永
年
賦
返
済
に
切
り
替
え
た
。
し
か
し
翌
天
明
六
年
に
御
用
銀
を
調
達
し
た
功

績
も
あ
り
、
天
明
七
年
に
も
と
の
仕
法
に
戻
す
。
利
子
に
当
た
る
部
分
は
三
％

に
減
じ
、
新
証
文
に
切
り
替
え
た
。
以
後
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
仕

組
で
、利
子
に
当
た
る
部
分
は
二
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、さ
ら
に
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
に
一
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

熊
谷
家
二
つ
目
の
永
納
米
は
、
三
件
合
わ
せ
て
一
四
四
六
石
で
あ
り
、
こ
れ

も
一
つ
目
と
同
じ
経
緯
を
辿
る
。
三
つ
目
の
永
納
米
二
〇
〇
〇
石
は
、
寛
政
元

年
（
一
七
八
九
）
に
二
代
源
左
衛
門
芳
慶
が
、
重
就
病
気
を
気
遣
っ
て
献
上
し

た
札
銀
一
〇
〇
貫
目
を
、
翌
年
二
石
替
え
の
和
市
に
し
て
二
〇
〇
〇
石
の
永
納

米
と
し
た
も
の
で
、「
加
詰
五
朱
」（
年
利
五
％
）
を
下
賜
す
る
。「
後
年
御
仕

法
等
之
趣
有
之
候
而
も
、
惣
之
元
居
一
統
ニ
不
被
為
拘
、
無
相
違
御
勘
渡
可
被

仰
付
」
と
の
保
証
付
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
文
政
八
年
に
三
％
に
、

天
保
十
一
年
仕
組
で
二
％
に
、
明
治
三
年
に
は
一
％
に
切
り
下
げ
ら
れ
た
。
明

治
三
年
の
熊
谷
の
書
き
上
げ
で
は
、「
数
年
之
間
右
御
利
米
を
以
家
子
扶
助
仕

来
り
候
儀
ニ
付
、
何
卒
深
キ
御
心
入
ヲ
以
、
差
出
置
候
元
居
米
元
潰
れ
に
相
成

不
申
様
」
に
と
、
悲
痛
な
歎
願
を
し
て
い
る
。

　

累
利
捌
き
と
永
納
米
を
み
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
の
古
借
「
御
当
用
御
借
上

ケ
株
」
九
〇
〇
貫
目
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　

一
札
銀
九
百
貫
目
定

　
　
　
　

元
居
弐
朱
利

　
　
　
　

此
利
銀
拾
八
貫
目

　
　
　

但
、
御
利
足
文
化
元
年
已
前
之
儀
者
、
於
于
下
能
々
相
分
り
不
申
候

　
　

此
御
質
物
ト
し
て

　
　
　
　
　

御
奉
書
壱
万
八
千
石
、
御
預
ケ
被
仰
付
置
候
事

　
　

 

右
旧
山
口
藩
江
文
化
元
年
以
前
御
借
上
ケ
銀
元
利
相
嵩
、
五
千
五
拾
壱
貫

八
百
八
拾
五
匁
弐
分
之
内
、
一
ツ
書
之
辻
御
当
用
借
之
株
江
御
引
除
被
仰

付
、
同
年
以
後
御
利
足
年
弐
朱
ニ
し
て
、
去
明
治
四
未
年
迄
、
暮
々
御
利

銀
御
払
下
相
済
、
当
申
春
元
右
之
辻
、
尤
御
証
書
無
御
座
候

　
　

右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
書
前
ニ
同
し

　
　
　

壬
申
正
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
三
四
郎

　

こ
れ
は
、
明
治
五
年
一
月
に
提
出
し
た
証
文
写
の
一
枚
で
あ
る
。
文
化
元
年

に
そ
の
時
点
で
の
残
る
元
銀
五
〇
五
一
貫
目
余
を
、
前
述
の
累
利
元
銀
四
一
五

一
貫
目
余
と
、
こ
の
「
御
当
用
御
借
上
株
」
九
〇
〇
貫
目
に
分
け
、
証
文
替
え

を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
御
当
用
御
借
上
ケ
株
」
と
あ
る
の
で
、
も
と
も
と

は
短
期
・
高
利
で
返
済
す
る
必
要
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
三
月
の
参

勤
に
当
座
必
要
な
資
金
を
「
先
納
」
さ
せ
、
秋
の
公
租
米
を
も
っ
て
決
済
す
る

形
で
あ
る
。
そ
れ
が
滞
っ
て
い
つ
し
か
「
元
居
」（
元
銀
を
据
え
置
く
、
つ
ま

り
返
済
し
な
い
）と
な
り
、二
％
に
利
下
げ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
御

質
物
」
と
し
て
形
式
的
に
一
万
八
〇
〇
〇
石
の
「
御
奉
書
」
が
渡
さ
れ
た
。

　

以
上
、
熊
谷
家
の
累
利
捌
き
・
永
納
米
・
当
用
元
居
二
朱
利
の
古
借
を
み
て

き
た
。
こ
れ
ら
が
ど
う
い
う
結
末
を
迎
え
た
か
を
検
討
し
よ
う
。
表
（
７
）
は
、

明
治
五
年
十
月
に
萩
に
出
張
し
て
き
た
大
蔵
省
官
員
に
提
出
し
た
熊
谷
家
の
藩

債
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。そ
し
て
翌
六
年
三
月
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、

一
七



処
分
を
受
け
た
熊
谷
家
の
藩
債
の
「
覚
」）
（（
（

は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

覚

　

一
累
利
捌
元
銀
且
納
残
額
高

　
　

此
銀
千
七
拾
貫
九
百
拾
五
匁
八
分
五
厘

　
（
朱
筆
）

　
　
「
和
市
壱
両
ニ
付
七
拾
目
か
へ

　
　
　

金
壱
万
五
千
弐
百
九
拾
八
両
余
」

　

一
別
廉
記
置
弐
朱
利
累
利
高

　
　

此
銀
三
千
五
百
三
拾
八
貫
八
百
四
匁
五
分
三
厘
五
毛

　
（
朱
筆
）

　
　
「
同
断
ニ
し
て

　
　
　
　

金
五
万
五
百
五
拾
四
両
余
」

　

一
御
当
用
御
借
上
ケ
株
高

　
　
　

此
銀
九
百
貫
目

　
（
朱
筆
）

　
　
「
同
断
ニ
し
て

　
　
　

金
壱
万
弐
千
八
百
五
拾
七
両
余
」

　

〆
銀
五
千
五
百
九
貫
七
百
弐
拾
目
三
分
八
厘
五
毛

　
（
朱
筆
）

　
　
「
〆
金
七
万
八
千
七
百
九
両
余
」

　
　
　

外
ニ

　

一
元
米
五
千
四
百
四
拾
六
石

表（７）　明治５年10月大蔵省官員来萩付出
項目 永納米

（石）
元銀
（貫目）

元入辻
（貫目）

残元銀
（貫目） 備考 両換算（１

両＝70匁）
円換算（１
円＝77.02匁） 結果

①文化１子年調達
（証文替） 4151.8852 3080.96935 1070.915850 累利捌元銀且納残額高 15298 古借棄捐

②同２朱利銀滞り 3538.804535 別廉記置弐朱利累利高 50554 古借棄捐
③文化１子年調達
（証文替） 900.0000 900.000000 元居２朱利（御当用御借上ケ株高。奉書米18000石。） 12857 古借棄捐

④嘉永３戌年調達 387.5000 237.50000 150.000000 １両＝札銀75匁、質引当米3000石。 1947.5460 中借

⑤慶応４辰年調達 350.0000 70.000000 質切手米175石。 908.8550 新借
⑥天明７未年調達
（五右）（証文替） 2000 利１朱。元居米 古借棄捐

⑦寛政２戌年調達
（源左） 2000 利１朱。元居米 古借棄捐

⑧天明７未年調達
（五右） 1446

利１朱。元居米。以上３廉合計
5446石（年々御下渡し相成タル
弐朱利元米之辻）

古借棄捐

⑨宝暦４戌年調達
（本家権左分を譲請） 299 利１朱。元居米 古借棄捐

⑩宝暦５亥年調達
（松坂屋分を譲請） 67 古借棄捐

⑪慶応２寅年調達 85.0000 33.04510 51.954900 674.5637 中借
⑫弘化３午年調達 10.0000 8.56193 3.179800 41.3374 中借
⑬慶応４辰年調達 47.4700 27.658500 359.5605 新借
⑭嘉永７寅年調達 50.0000 45.843200 595.9616 中借
⑮文久１酉年調達 34.0000 23.174600 301.2698 中借

中借合計
無利50年賦（旧公債証書無利五
拾年賦、弘化元辰年より慶応三
卯年迄御借上ケ差引残り之辻）

3561.2285 中借

新借合計
４朱利（新公債証書四朱利付、
明治元辰年ヨリ同五申年迄御借
上ケ差引残り之辻）

1268.4155 新借

中新借合計 4829.6440 5%
古借棄捐合計 5812 5509.720385 78709 91503.1886 95%
出典：熊谷家文書「御所帯方江願書其外扣」（明治５年11月）と「熊谷氏覚書」（明治６年）。
※古借棄捐合計は、明治４年分御買値段南石１石＝264.6匁で計算。
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但
、
年
々
御
下
渡
し
相
成
タ
ル
弐
朱
利
元
米
之
辻

　
　

右
御
維
新
之
際
之
御
仕
詰
辻
之
米
銀
ニ
而
、
債
権
悉
皆
被
取
消
候
事

　
　
　

覚

　

一
高
金
三
千
五
百
六
拾
壱
円
弐
拾
弐
銭
八
厘
五
毛

　
　
　

但 

、
旧
公
債
証
書
無
利
五
拾
ヶ
年
賦
、
弘
化
元
辰
年
よ
り
慶
応
三
卯
年

迄
御
借
上
ケ
差
引
残
り
之
辻

　

一
高
金
千
弐
百
六
拾
八
円
四
拾
壱
銭
五
厘
五
毛

　
　
　

但 

、
新
公
債
証
書
四
朱
利
付
明
治
元
辰
年
ヨ
リ
同
五
申
年
迄
御
借
上
ケ

差
引
残
り
之
辻

　
　

 

右
弐
廉
明
治
六
年
大
蔵
省
ヨ
リ
新
旧
公
債
証
書
を
以
、
御
下
附
被
仰
付
候

而
已
ニ
て
、
他
者
悉
皆
棄
捐
ニ
相
成
候
事

　

前
半
の
「
覚
」
は
、
処
分
を
受
け
た
「
古
借
」
で
あ
り
、
天
保
十
四
年
以
前

の
藩
債
の
故
を
も
っ
て
、
熊
谷
債
権
が
「
悉
皆
被
取
消
」
た
（
棄
捐
）
部
分
で

あ
る
。
表
の
①
②
（
熊
谷
累
利
捌
き
）、
③
当
用
借
上
株
、
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
永
納

米
が
そ
れ
に
当
た
る
。
①
②
③
は
、
残
元
銀
総
額
五
五
〇
九
・
七
二
貫
目
余
を
、

明
治
四
年
七
月
十
四
日
（
廃
藩
置
県
の
日
）
の
萩
・
山
口
平
均
相
場
の
「
壱
両

ニ
付
七
拾
目
か
へ
」、
す
な
わ
ち
一
両
＝
藩
札
七
〇
匁
の
和
市
で
両
に
換
算
し

て
あ
り
、
総
額
は
七
万
八
七
〇
九
両
で
あ
る
。
⑥
⑦
⑧
は
永
納
米
（
五
四
四
六

石
）
で
あ
り
、
ほ
か
に
本
家
権
左
衛
門
分
・
松
坂
屋
分
を
譲
り
受
け
た
も
の
が

加
わ
っ
て
、
総
額
五
八
一
二
石
で
あ
る
。
永
納
米
は
い
ず
れ
も
「
元
居
」（
元

米
は
返
済
し
な
い
）
で
利
子
は
年
一
％
で
あ
る
。
こ
の
元
米
を
、
仮
に
明
治
四

年
分
「
御
買
直
段
」
南
石
一
石
＝
二
六
四
・
六
匁
で
、
円
に
換
算
す
る
と
（
一

円
＝
藩
札
七
七
・
〇
二
匁
で
、
明
治
六
年
藩
札
の
新
円
と
の
交
換
和
市
）、
一

万
九
九
六
六
・
九
五
九
二
円
と
な
り
、
残
元
銀
五
五
〇
九
・
七
二
貫
目
の
円
換

算
七
万
一
五
三
六
・
二
二
九
四
円
と
あ
わ
せ
て
、
九
万
一
五
〇
三
・
一
八
八
六

円
と
な
る
。
こ
れ
が
明
治
六
年
時
点
で
「
古
借
棄
捐
」（
債
権
の
取
消
＝
帳
消
）

と
さ
れ
た
熊
谷
債
権
の
推
計
値
で
あ
り
、
領
内
御
用
達
商
人
中
筆
頭
の
取
消
額

で
あ
る
。

　

後
半
の
「
覚
」
は
、
ま
ず
「
中
借
」（
＝
旧
公
債
）
で
あ
り
、
④
⑪
⑫
⑭
⑮

が
該
当
す
る
。
弘
化
元
年
～
慶
応
三
年
（
一
八
四
四
～
六
七
）
の
藩
債
を
「
無

利
五
拾
年
賦
」
と
し
、
総
額
は
円
換
算
で
三
五
六
一
・
二
二
八
五
円
。
つ
ぎ
に

「
新
借
」（
＝
新
公
債
で
、
明
治
一
～
五
年
御
借
上
の
残
元
銀
を
年
利
四
％
・
二

五
年
賦
と
す
る
）
は
⑤
⑬
が
該
当
し
、
円
換
算
（
和
市
は
一
円
＝
藩
札
七
七
・

〇
二
匁
）
で
一
二
六
八
・
四
一
五
五
円
で
あ
り
、
中
借
・
新
借
の
合
計
は
、
四

八
二
九
・
六
四
四
円
と
な
る
。
こ
の
中
・
新
借
と
古
借
を
比
較
し
て
み
る
と
、中
・

新
借
合
計
四
八
二
九
円
余
と
古
借
推
計
額
九
万
一
五
〇
三
円
余
は
、
五
％
対
九

五
％
と
な
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、こ
の
時
点
で
の
熊
谷
家
の
債
権
は
、九
五
％

が
帳
消
し
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
利
下
げ
・
年
延
べ
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、

と
ど
め
を
刺
し
た
酷
い
処
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

右
の
処
分
に
、
熊
谷
家
を
は
じ
め
と
す
る
御
用
達
商
人
た
ち
が
納
得
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
処
分
か
ら
二
五
年
後
の
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三

月
、
熊
谷
を
含
む
萩
の
旧
御
用
達
商
人
一
五
人
が
、
大
蔵
大
臣
井
上
馨
に
対
し

て
、「
旧
藩
借
上
米
金
ニ
対
ス
ル
公
債
証
書
下
附
請
願
書）
（（
（

」
を
提
出
し
た
。
前

一
九



述
し
た
「
古
借
棄
捐
」
の
処
分
を
撤
回
し
、
公
債
証
書
を
下
付
し
て
ほ
し
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
署
名
・
印
が
あ
り
原
本
で
あ
る
。
却
下
さ

れ
て
返
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　

 

私
共
先
代
ハ
旧
長
州
藩
毛
利
家
ノ
御
用
達
ニ
有
之
、
常
ニ
御
借
上
米
金
其

他
ノ
御
沙
汰
ヲ
蒙
リ
、
其
御
用
ヲ
相
弁
シ
来
リ
候
、
而
シ
テ
右
米
金
ハ
旧

藩
財
政
上
必
須
ノ
廉
ヘ
支
弁
相
成
候
ハ
勿
論
ノ
義
ニ
候
ヘ
共
、
主
ト
シ
テ

田
畑
塩
田
開
作
ノ
如
キ
殖
産
興
業
ノ
費
途
ニ
御
支
用
相
成
候
モ
ノ
ニ
テ
、

（
中
略
）
右
御
借
上
米
ノ
如
キ
財
源
ノ
頼
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ

ハ
、
其
成
効
未
タ
必
ス
シ
モ
斯
ク
迅
速
ニ
シ
テ
且
周
到
ナ
ル
ヲ
期
ス
ヘ
カ

ラ
サ
リ
シ
ナ
ラ
ン
ト
愚
考
仕
候
、
加
之
御
維
新
前
後
ニ
於
テ
旧
藩
主
ノ
朝

廷
ニ
対
セ
ラ
レ
タ
ル
御
奉
公
ノ
効
果
ノ
中
ニ
就
キ
、
軍
資
其
他
ノ
出
納
ニ

関
シ
テ
幾
分
ノ
裨
補
ア
リ
シ
コ
ト
、
是
亦
事
実
疑
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
処
ニ
御

座
候

　

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
旧
御
用
達
の
我
々
先
代
は
、
常
に
「
御
借
上

米
金
」
な
ど
の
「
御
用
」
を
務
め
、
こ
の
「
米
金
」
は
「
旧
藩
財
政
上
必
須
ノ

廉
へ
支
弁
」
し
て
き
た
。
と
く
に
新
開
作
・
塩
田
開
作
の
よ
う
な
「
殖
産
興
業
」

に
も
役
立
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
維
新
前
後
の
「
軍
資
其
他
」
の
調
達
に
も

励
ん
だ
、
と
い
う
。
続
け
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

 

然
ル
ニ
明
治
六
年
三
月
大
政
官
第
八
十
二
号
布
告
第
一
条
ニ
依
リ
、
右
借

上
米
金
ハ
、
天
保
十
四
年
癸
卯
以
前
ノ
藩
債
ト
見
做
サ
レ
、
公
債
ニ
御
引

直
シ
ノ
御
詮
議
ニ
漏
レ
、
利
米
金
ハ
疎
カ
元
米
金
迄
挙
テ
失
却
ス
ル
ノ
不

幸
ニ
立
至
リ
、
誠
ニ
当
惑
至
極
ニ
存
候
、
殊
ニ
私
共
先
代
ハ
概
ネ
身
分
不

相
当
ノ
御
用
仰
付
ラ
レ
、
家
産
ノ
大
部
ヲ
右
御
借
上
米
金
ニ
差
出
シ
候
ニ

ヨ
リ
、
年
々
下
附
相
成
候
利
米
金
ハ
、
実
ニ
一
家
経
済
ノ
基
本
ト
致
シ
、

恰
モ
士
族
ノ
家
禄
同
様
ニ
相
心
得
居
候
モ
ノ
ナ
ル
ニ
、
一
朝
烏
有
ニ
帰
シ

タ
ル
カ
為
メ
、
俄
カ
ニ
渡
世
ノ
道
ヲ
失
ヒ
沈
淪
ノ
極
、
遂
ニ
倒
産
ノ
域
ニ

陥
リ
タ
ル
モ
ノ
十
ノ
七
八
、
固
ヨ
リ
社
会
全
般
ノ
劇
変
ニ
際
シ
之
ニ
処
ス

ル
ノ
智
ナ
キ
ニ
因
ル
ト
ハ
云
ヘ
、
唯
一
ノ
扶
持
ト
頼
ミ
タ
ル
モ
ノ
ニ
離
レ

ン
コ
ト
ハ
毫
モ
予
想
セ
サ
リ
シ
処
ニ
シ
テ
、（
中
略
）
独
リ
私
共
ハ
却
テ

家
産
ヲ
奪
却
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
観
有
之
、
先
代
ノ
者
等
ニ
対
シ
テ
モ
、
深
ク

慨
嘆
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
サ
ル
処
ニ
御
座
候

　

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
明
治
六
年
三
月
の
太
政
官
布
告
第
一
条
（
古

借
棄
捐
を
指
す
）
に
よ
り
天
保
十
四
年
以
前
の
古
借
は
棄
捐
（
帳
消
し
）
す
る

と
の
処
分
は
、
理
不
尽
で
あ
る
。
我
々
の
先
代
は
、
身
分
不
相
応
の
御
用
を
仰

せ
つ
か
っ
て
、
家
産
の
大
部
を
差
し
出
し
、
年
々
下
げ
渡
さ
れ
る
「
利
米
金
」

は
「
一
家
経
済
ノ
基
本
」
で
あ
り
、
あ
た
か
も
士
族
の
家
禄
同
様
な
も
の
な
の

に
、
突
然
皆
無
と
な
っ
た
。
た
め
に
渡
世
の
道
を
失
い
、
つ
い
に
七
、
八
割
の

者
が
倒
産
の
憂
き
目
を
み
、「
家
産
を
奪
却
セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
観
」
が
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
古
借
棄
捐
」
の
処
分
を
撤
回
し
、
公
債
証
書
を
下

付
し
て
ほ
し
い
と
歎
願
し
て
い
る
。

　

右
と
同
じ
頃
の
も
の
と
み
ら
れ
る
熊
谷
家
単
独
で
の
「
旧
藩
借
上
金
還
付
請

願
書）
（（
（

」
は
、
累
利
捌
き
（
前
述
の
①
②
）
と
当
用
借
上
ケ
株
（
同
③
）
の
救
済

を
求
め
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　

旧
藩
借
上
金
還
附
請
願
書

二
〇



　
　

 

私
儀
請
願
之
趣
旨
ハ
、
旧
山
口
藩
主
毛
利
家
ヘ
用
達
タ
ル
金
円
ニ
シ
テ
、

其
後
明
治
三
年
藩
制
施
行
及
ヒ
同
四
年
廃
藩
置
縣
ニ
依
リ
、
国
債
ト
シ
テ

引
継
カ
レ
タ
ル
債
権
之
償
還
ヲ
求
ム
ル
ニ
有
之
、（
中
略
）
償
却
ノ
確
実

ヲ
保
ツ
為
メ
、
擔
保
ト
シ
テ
米
壱
万
八
千
石
ヲ
預
ケ
置
カ
レ
候
、
尤
モ
此

米
穀
ハ
現
品
ヲ
預
ケ
ラ
ル
ヽ
訳
ニ
ハ
之
レ
ナ
ク
、
年
々
郡
代
等
ニ
命
シ
、

其
年
ノ
出
来
米
ヲ
擔
保
ト
シ
テ
貯
蔵
シ
置
キ
、
何
時
ニ
テ
モ
払
出
シ
ニ
差

支
ナ
カ
ラ
シ
メ
、
債
主
タ
ル
私
方
ヘ
ハ
、
其
手
形
ヲ
交
附
セ
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
ニ
御
座
候
、（
中
略
）実
ニ
元
銀
納
崩
ノ
残
額
千
七
拾
貫
九
百
拾
五
匁
余
、

利
銀
三
千
五
百
三
十
八
貫
八
百
四
匁
余
、
合
計
無
慮
四
千
六
百
九
貫
七
百

弐
拾
目
余
ニ
上
リ
タ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
毫
厘
ノ
金
円
ヲ
下
附
セ
ラ
ル
ヽ
コ

ト
ナ
ク
、
剰
サ
ヘ
之
レ
カ
擔
保
タ
ル
抵
当
物
件
ニ
対
シ
テ
モ
、
亦
何
等
ノ

処
置
ヲ
施
サ
ス
漫
然
之
レ
ヲ
没
入
シ
テ
顧
ミ
ラ
レ
サ
ル
カ
如
キ
ハ
、
事
頗

ル
刻
薄
（
酷
薄
）
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
当
時
縷
々
歎
願
ス
ル
処
ア
リ
シ
モ
、
終

ニ
省
セ
ラ
レ
ス
、
云
々

　

最
初
に
あ
る
「
擔
保
ト
シ
テ
米
壱
万
八
千
石
」
と
あ
る
の
は
、
前
述
③
の
当

用
借
上
残
元
銀
九
〇
〇
貫
目
の
こ
と
で
、
質
（
擔
保
）
と
し
て
米
一
万
八
〇
〇

〇
石
の
奉
書
手
形
が
渡
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
形
式
の
み
で
実
際

に
米
が
渡
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
半
は
前
述
①
②
の
熊
谷
累
利
捌
き

の
残
元
銀
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
古
借
棄
捐
」
と
な
っ
た
も
の
の
内
、
熊
谷
固

有
の
も
の
で
あ
る
。
た
め
に
萩
の
旧
御
用
達
商
人
一
五
名
連
署
の
請
願
書
と
は

別
に
、
熊
谷
単
独
で
提
出
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
最
後
は
、「
特
別
の
御
詮

議
ヲ
以
テ
、
右
債
権
ニ
対
シ
相
当
ノ
還
給
被
仰
付
度
、
此
段
奉
請
願
候
也
」
と

結
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
御
用
達
商
人
の
役
割
、
藩
財
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
そ
の
役
割
の
第
一
は
、
米
銀
の
調
達
で
あ
る
。
こ
れ
は
藩
の
一
般
会
計

で
あ
る
本
勘
（
所
帯
方
）、
特
別
会
計
で
あ
る
札
座
・
撫
育
方
・
御
小
納
戸
・

御
悩
借
方
等
へ
米
銀
を
調
達
す
る
御
用
で
あ
る
。
利
子
と
和
市
差
益
が
収
入
と

な
る
が
、
差
損
（
引
負
）
の
生
ず
る
危
険
が
あ
る
。
概
し
て
大
坂
御
用
達
（
加

嶋
屋
・
鴻
池
等
）
か
ら
は
年
賦
借
（
長
期
融
資
）、
領
内
御
用
達
か
ら
は
当
用

借
（
暫
借
と
も
い
い
短
期
融
資
）
が
中
心
で
あ
る
。
例
え
ば
参
勤
に
当
座
必
要

な
資
金
を
秋
の
貢
租
米
を
引
当
に
調
達
す
る
も
の
（
先
納
借
と
い
う
）
で
、
通

常
は
月
利
計
算
で
利
率
が
高
い
。
一
方
、
大
坂
運
送
米
の
不
足
を
買
米
で
補
っ

た
り
、
す
で
に
発
行
し
て
い
る
米
切
手
を
回
収
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
熊

谷
の
例
で
は
大
坂
で
一
万
二
〇
〇
〇
石
も
の
運
送
不
足
米
の
代
銀
を
調
達
し
て

い
る
の
で
、
藩
財
政
に
対
し
て
果
し
た
貢
献
は
、
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
領
内

で
は
、
家
臣
に
支
給
す
る
切
米
・
扶
持
米
が
不
足
す
る
と
き
は
、
自
他
国
の
米

を
買
っ
た
り
、
支
給
さ
れ
て
い
る
米
切
手
を
回
収
し
た
り
す
る
。
飢
饉
な
ど
で

領
内
の
米
が
不
足
す
る
と
き
は
、
他
国
米
を
買
っ
て
安
売
り
を
す
る
、
施
米
を

す
る
な
ど
、
民
政
面
で
も
貢
献
し
て
い
る
。
な
お
、「
国
恩
」（
藩
恩
で
あ
る
）

に
報
い
る
こ
と
を
名
目
に
、
馳
走
米
銀
・
軍
資
を
献
納
し
て
い
る
。
こ
れ
は
半

強
制
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
上
方
町
人
格
、
大
坂
御
用
達
並
、
扶
持
米
支
給
な

二
一



ど
の
「
御
仕
成
」（
身
分
的
処
遇
）
を
受
け
る
が
、
見
返
り
と
し
て
は
薄
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　

御
用
達
商
人
の
米
銀
調
達
に
対
し
て
、
藩
の
側
の
返
済
は
、
時
代
が
降
る
に

つ
れ
て
利
下
げ
・
年
延
べ
の
い
わ
ゆ
る
「
御
断
り
」
が
常
套
手
段
と
な
っ
て
く

る
。
大
き
な
「
仕
組
」（
財
政
再
建
期
間
）
の
度
に
公
内
借
捌
き
が
発
令
さ
れ
、

利
下
げ
・
年
延
べ
が
強
行
さ
れ
た
。
所
帯
方
の
（
藩
借
銀
の
）
公
内
借
捌
き
と
、

家
臣
借
銀
の
公
内
借
捌
き
が
あ
る
が
、
御
用
達
商
人
は
、
両
方
の
内
借
の
銀
主

で
あ
る
の
で
、
非
常
な
損
害
を
被
っ
た
。
天
保
十
一
年
仕
組
冒
頭
で
は
、
利
子

を
年
利
二
％
に
下
げ
ら
れ
、
同
十
四
年
の
内
借
捌
き
で
「
元
居
」
三
七
年
賦
に

年
延
べ
（
永
年
賦
化
）
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
酷
い
の
が
、
熊
谷
累
利

捌
き
で
あ
る
。
文
化
元
年
に
そ
れ
ま
で
の
五
〇
五
一
貫
目
余
の
熊
谷
か
ら
の
借

銀
を
「
累
利
捌
元
銀
」
四
一
五
一
貫
目
余
と
「
御
当
用
御
借
上
ケ
株
高
」
九
〇

〇
貫
目
に
分
け
、前
者
を
八
八
年
賦
で
元
銀
を
返
済
し
、利
子
部
分（
年
利
二
％
）

は
払
わ
ず
に
「
別
廉
記
置
」
い
て
累
利
と
し
、
元
銀
皆
済
後
に
道
付
け
を
考
え

る
と
い
う
も
の
。後
者
は「
元
居
弐
朱
利
」、つ
ま
り
元
銀
は
据
え
置
き
年
利
二
％

の
利
子
の
み
払
う
、
擔
保
と
し
て
「
奉
書
米
」
一
万
八
〇
〇
〇
石
の
証
文
を
入

れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
永
納
米
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
藩
へ
の

米
銀
の
献
納
を
米
額
に
換
算
し
、
献
納
の
奨
励
の
た
め
利
子
に
当
た
る
も
の
だ

け
を
払
う
も
の
で
あ
る
。
熊
谷
の
例
で
は
三
件
で
五
四
四
六
石
あ
る
。
こ
の
利

子
を
五
％
→
三
％
→
二
％
（
天
保
十
一
年
）
→
一
％
（
明
治
三
年
）
と
利
下
げ

し
た
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
二
は
、
札
銀
の
運
用
と
信
用
の
確
保
で
あ
る
。
萩

藩
札
は
、
延
宝
札
・
享
保
札
・
宝
暦
札
と
発
行
さ
れ
、
う
ま
く
運
用
す
れ
ば
領

民
か
ら
の
利
子
の
付
か
な
い
借
銀
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
ロ
米
・
後
ロ
銀

（
兌
換
準
備
米
銀
）
を
一
定
度
用
意
し
な
い
と
、
不
信
用
に
よ
っ
て
札
価
が
暴

落
す
る
危
険
が
あ
っ
た
。
こ
の
兌
換
準
備
銀
を
用
意
し
、
そ
の
投
入
に
よ
っ
て

札
価
を
維
持
し
、
う
ま
く
運
用
す
る
こ
と
が
、
御
用
達
商
人
の
役
割
で
あ
っ
た
。

藩
財
政
に
と
っ
て
、
御
用
達
商
人
の
役
割
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
「
大
坂
為
替
銀
御
国
産
他
国
売
出
」
を
重
ね
る
こ
と
で
、
藩
は
正
銀
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
領
内
産
物
取
立
（
大
坂
へ
の
太
い
売
却
ル
ー
ト
が
で
き
、
ひ

い
て
は
国
産
奨
励
に
な
る
）
と
の
一
石
二
鳥
が
狙
え
る
。
御
用
達
商
人
は
、
藩

札
を
貸
与
さ
れ
（
元
手
の
貸
与
）、
領
内
産
物
を
集
荷
し
て
大
坂
に
売
却
し
利

益
を
得
、
同
時
に
後
ロ
銀
を
準
備
で
き
る
。
た
だ
し
藩
が
正
銀
を
た
だ
ち
に
江

戸
に
仕
送
り
し
た
り
借
銀
返
済
に
廻
す
と
後
ロ
銀
が
還
流
せ
ず
、
札
価
の
暴
落

を
招
く
危
険
が
あ
る
。
天
保
の
大
一
揆
の
標
的
と
な
っ
た
大
失
政
が
そ
れ
で
あ

る
。
こ
の
札
価
の
回
復
に
尽
力
し
た
の
も
、
御
用
達
商
人
で
あ
っ
た
。
広
島
藩

の
弘
化
・
嘉
永
期
の
藩
札
大
暴
落
も
、
後
ロ
銀
の
準
備
の
不
足
し
た
こ
と
が
原

因
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
天
保
改
革
期
に
越
荷
方
業
務
の
拡
張
を
は
か
ろ
う
と
し

て
、
幕
府
の
統
制
を
う
け
た
こ
と
も
、
藩
札
大
増
刷
や
産
物
取
立
・
交
易
が
し

ば
ら
く
控
え
ら
れ
た
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
取
り
放
た
れ
た
の
が
安
政
～
元

治
期
で
、
幕
府
統
制
の
弛
み
と
貨
幣
悪
鋳
に
よ
っ
て
、
藩
札
の
大
増
刷
、
産
物

取
立
、
交
易
政
策
の
展
開
が
は
か
ら
れ
、
御
用
達
商
人
・
豪
農
の
利
用
が
再
開

し
た
。

　

御
用
達
商
人
の
役
割
の
第
三
は
、
藩
主
導
の
頼
母
子
へ
の
出
資
で
あ
る
。
こ

二
二



れ
も
半
強
制
的
に
な
さ
れ
た「
迷
惑
」な
役
割
で
あ
っ
た
。
第
四
の
役
割
は
、「
御

預
ケ
銀
」
を
託
さ
れ
、
運
用
利
息
を
上
納
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
札
銀
を
託
さ

れ
、
正
金
銀
を
上
納
す
る
と
い
う
の
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　

第
五
の
役
割
は
、
家
臣
団
の
救
済
で
あ
る
。
熊
谷
の
場
合
は
、「
御
悩
借
方

御
用
聞
」・「
新
蔵
御
悩
借
方
御
用
達
」
に
任
じ
ら
れ
、
藩
へ
の
半
知
に
も
及
ぶ

馳
走
米
で
困
窮
す
る
家
臣
を
救
済
す
る
役
で
あ
る
。
天
保
十
一
年
に
は
六
〇
〇

〇
石
の
米
を
「
二
朱
利
元
居
」
で
差
し
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
十
四
年
に
は
家

臣
借
銀
の
内
借
捌
き
で
、
三
七
年
賦
に
永
年
賦
化
さ
れ
た
。
一
門
を
は
じ
め
と

す
る
家
臣
の
「
所
帯
屋
」
も
務
め
て
い
た
の
で
、
莫
大
な
貸
銀
（
右
田
毛
利
に

は
一
万
一
〇
〇
〇
貫
目
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
同
様
な
憂
き
目
を
み
た
。

　

明
治
六
年
の
藩
債
処
分
は
、
御
用
達
商
人
に
と
っ
て
惨
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
代
々
御
用
達
商
人
の
筆
頭
で
あ
っ
た
熊
谷
に
と
っ
て
そ
れ
が
い
え

る
。
天
保
十
四
年
以
前
の
古
借
は
棄
捐
（
帳
消
し
）
さ
れ
、
熊
谷
の
古
借
時
価

換
算
の
じ
つ
に
九
五
％
が
帳
消
し
と
な
っ
た
。
熊
谷
累
利
・「
御
当
用
御
借
上

ケ
株
高
」・
永
納
米
が
全
て
棄
捐
さ
れ
た
。
中
借
（
弘
化
元
年
～
慶
応
三
年
の

も
の
）
は
、
無
利
子
・
五
〇
年
賦
に
、
新
借
（
明
治
元
～
五
年
の
も
の
）
は
、

年
利
四
％
・
二
五
年
賦
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
の
旧
御
用
達
商
人
た
ち
と

熊
谷
単
独
の
請
願
書
は
、
ま
さ
に
血
涙
の
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

註（
１
）
拙
著
『
萩
藩
財
政
史
の
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
２
）
福
尾
猛
市
郎
『
熊
谷
五
右
衛
門
』（
初
版
一
九
六
〇
年
、
マ
ツ
ノ
書
店
、

一
九
八
四
年
復
刻
）。

（
３
）
福
尾
前
掲
書
、
熊
谷
美
術
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
考
に
し
た
。

（
４
）
熊
谷
家
文
書「
寛
政
二
年
勤
功
書
扣
」（
五
右
衛
門
晩
年
の
自
筆
）と「
調

達
録
」（
天
明
四
年
）。

（
５
）
熊
谷
家
文
書
四
代
一
二
二
番
「
熊
谷
五
右
衛
門
義
比
上
申
書
」。
以
下
、

と
く
に
断
ら
な
い
限
り
こ
の
史
料
に
よ
る
。

（
６
）
熊
谷
家
文
書
四
代
八
三
番
「
御
預
ケ
金
御
算
用
一
紙
」
天
保
九
年
九
月
。

（
７
）
熊
谷
家
文
書
四
代
四
一
番
「
御
用
銀
上
納
幷
取
下
通
帳
」
文
政
十
一
年

十
月
～
天
保
二
年
。

（
８
）
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
「
政
理
」
一
四
三
「
上
方
町
人
格
熊
谷
五

右
衛
門
父
子
共
一
代
幷
妻
子
共
大
坂
御
用
達
並
被
仰
付
事
」。

（
９
）
註
（
８
）
に
同
じ
。

（
10
）
文
庫
「
部
寄
」
三
「
諸
記
録
綴
込
」
二
八
―
七
、安
政
二
年
三
月
十
五
日
。

（
11
）
註
（
８
）
に
同
じ
。

（
12
）
石
井
良
助
・
服
藤
弘
司
編
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
五
巻
四
二
八
八
、

天
保
十
三
年
十
月
二
十
九
日
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。

（
13
）
註
（
10
）
に
同
じ
。

（
14
）
文
庫
「
諸
省
」
四
七
七
。

（
15
）
山
口
県
文
書
館
松
原
家
文
書
「
防
長
通
鈔
惣
員
」。二

三



（
16
）
山
口
県
文
書
館
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
六
一
四
「
文
政
十
亥
ヨ
リ
札
銀
年

限
御
願
継
一
件
」。

（
17
）
熊
谷
家
文
書
二
代
五
右
衛
門
芳
慶
四
七
番
「
御
所
帯
方
御
貸
下
御
用
御

書
下
写
シ
幷
御
答
書
問
ケ
条
扣
写
シ
」。

（
18
）
拙
稿
「
萩
藩
天
保
期
の
藩
財
政
」（『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
第
五
一
巻
、

二
〇
〇
一
年
）。

（
19
）
山
口
県
文
書
館
編
『
山
口
県
史
料
近
世
編
法
制
下
』（
一
九
七
七
年
）

所
収
「
御
書
付
其
外
後
規
要
集
」。

（
20
）
熊
谷
家
文
書
四
代
一
二
二
番
「
熊
谷
五
右
衛
門
義
比
上
申
書
」。

（
21
）
註
（
10
）
に
同
じ
。

（
22
）
註
（
８
）
に
同
じ
。

（
23
）
熊
谷
家
文
書
六
代
無
番
「
御
所
帯
方
江
願
書
其
外
扣
」
慶
応
元
年
～
明

治
五
年
。

（
24
）
註
（
10
）
に
同
じ
。

（
25
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
益
田
家
文
書
五
一
―
二
一
。

（
26
）
註
（
23
）
史
料
の
明
治
三
年
六
月
提
出
書
類
。

（
27
）
熊
谷
家
文
書
六
代
無
番
「
覚
」。

（
28
）
熊
谷
家
文
書
六
代
無
番
「
旧
藩
借
上
米
金
ニ
対
ス
ル
公
債
証
書
下
附
請

願
書
」。

（
29
）
熊
谷
家
文
書
六
代
無
番
「
旧
藩
借
上
金
還
付
請
願
書
」。

追
記　

 

去
夏
、
数
度
に
わ
た
っ
て
熊
谷
美
術
館
所
蔵
熊
谷
家
文
書
の
史
料
調
査

を
行
っ
た
。
史
料
調
査
と　

研
究
へ
の
活
用
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
十

代
御
当
主
熊
谷
幸
三
氏
に
、
深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
る
。

　
　
　

 

な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ
「
近
世
後
期
～
幕
末

期
の
和
市
変
動
と
萩
藩
財
政
」（
田
中
誠
二
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
四


